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『
犬
追
物
図
説
』

　
表
紙
紙
背
文
書

〈写真Ａ〉
〈写真Ｂ〉

（注）写真（Ｂ）は表紙（裏）に相紙を入れて撮影し、裏焼して読めるようにしたもの。
　　　なお、本自体の天地は逆であるが、文書の天地に合わせて掲載した。

（
写
真
Ｂ
部
分
翻
刻
）

正
月
十
九
日
奥
御
右
筆
格
被
　
仰
付
百
俵
高
ニ
御
加
増
被
下
置
、

当
丑
年
迄
御
奉
公
都
合
六
十
三
年
相
勤
候
処
、
老
衰
仕
眼

気
衰
難
相
勤
御
座
候
間
御
役
　
御
免
小
普
請
入
被
　
仰
付

被
下
置
候
様
奉
願
候
、
以
上

　
天
保
十
二
丑
年
七
月
　
　
　
　
　
　
屋
代
大
郎
印
（
花
押
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田
中
　
休
蔵
殿

　
　
　
　
　
　
　
荒
井
甚
之
丞
殿
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『
犬
追
物
図
説
』
表
紙
紙
背
文
書

　
掲
出
『
犬
追
物
図
説
』
は
、
故
実
家
伊
勢
貞
丈
（
一
七
一
七
〜
八
四
）
に
よ
る
犬
追
物
の
解
説
書
。「
不
忍
文
庫
」
印
に
よ
り
、
江
戸
後
期
の
幕
府

御
家
人
で
、
和
学
者
・
蔵
書
家
と
し
て
高
名
な
屋
代
弘
賢
（
一
七
五
八
〜
一
八
四
一
、
通
称
大
郎
）
旧
蔵
と
み
え
る
。
当
館
は
不
忍
文
庫
本
を
多
数

所
蔵
し
て
い
る
し
、『
犬
追
物
図
説
』
も
当
館
で
所
蔵
す
る
別
本
の
ほ
か
、
各
地
の
図
書
館
に
所
蔵
が
確
認
で
き
る
。
屋
代
弘
賢
旧
蔵
『
犬
追
物
図

説
』
と
い
う
だ
け
で
は
、「
稀
本
」
に
は
程
遠
い
。
掲
出
本
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
表
紙
の
紙
背
が
屋
代
の
退
役
願
書
の
下
書
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

表
表
紙
は
全
く
の
書
き
損
じ
だ
が
、
裏
表
紙
は
完
成
度
が
高
い
。
袋
綴
を
壊
さ
ず
に
中
を
覗
い
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
私
儀
安
永
八
亥
年
父
跡
式
被
下
置
表
御
台
所
人
被
　
仰
付
、
天
明
元
丑
年
　
西
丸
御
膳
所
御
台
所
人
被
　
仰
付
、
同
二
寅
年
御
同
所
書
役
被
仰

　
　
付
、
同
六
午
年
　
御
本
丸
江
御
供
仕
、
寛
政
五
丑
年
六
月
九
日
奥
御
右
筆
組
頭
支
配
支
配
勘
定
格
奥
御
右
筆
所
結
（「
詰
」
の
誤
カ
）
被
　
仰

付
、
享
和
元
酉
年
三
月
十
七
日
五
拾
俵
二
人
扶
持
之
高
ニ
御
加
恩
被
下
置
、
文
化
三
（「
元
」
と
訂
正
）
子
年
御
勘
定
格
被
　
仰
付
、
文
政
七
申

　
　
年
八
月
廿
二
日
永
々
　
御
目
見
以
上
被
　
仰
付
、
天
保
四
巳
年
十
二
月
廿
一
日
表
御
右
筆
格
被
　
仰
付
、
同
九
戌
年
（
写
真
掲
載
部
分
へ
続

く
）

　
生
涯
の
勤
務
履
歴
を
記
し
、
目
の
衰
え
を
理
由
に
退
役
を
願
っ
た
。
花
押
に
加
え
「
詮
丈
」（
屋
代
晩
年
の
名
）
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
宛
所
の
両

名
は
奥
右
筆
所
組
頭
。
と
、
こ
こ
ま
で
は
よ
い
の
だ
が
、
問
題
は
、
実
は
、
屋
代
は
天
保
一
二
年
閏
一
月
一
八
日
に
す
で
に
没
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
筆
跡
を
見
返
す
と
、
た
し
か
な
筆
使
い
で
、
行
に
ゆ
が
み
も
な
い
。
と
て
も
目
が
衰
え
て
退
役
を
願
う
人
の
手
と
は
思
え
な
い
。

　
森
銑
三
氏
も
紹
介
す
る
よ
う
に
、『
天
保
雑
記
』
第
三
八
冊
に
「
同
年
閏
正
月
十
八
日
病
死
（
中
略
）
当
年
十
月
廿
九
日
病
死
之
弘
有
之
十
一
月
五

日
朝
六
半
時
出
棺
」
と
、
屋
代
の
記
事
が
あ
る
。
相
続
の
為
に
死
亡
の
届
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
江
戸
時
代
に
は
珍
し
く
な
い
。『
天
保
雑
記
』
に
従
え

ば
、
幕
府
に
正
式
に
死
亡
を
届
け
出
る
前
提
と
し
て
、
家
人
が
形
式
的
に
退
役
を
願
い
出
た
文
書
の
下
書
と
い
え
る
。
と
、
す
る
と
、
本
書
の
表
紙

は
屋
代
弘
賢
没
後
に
家
人
が
付
し
た
も
の
。
表
紙
の
蔵
書
印
も
没
後
に
捺
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
ど
う
や
ら
、
屋
代
旧
蔵
も
断
定
で
き
な
く
な
っ

た
。
印
記
を
鵜
呑
み
に
は
で
き
な
い
も
の
だ
。
だ
が
、
こ
の
紙
背
文
書
は
、
屋
代
弘
賢
の
年
譜
末
尾
に
お
か
れ
る
べ
き
貴
重
な
も
の
と
い
え
る
。

　
二
七
・
五
×
一
八
・
七
㎝
、
平
成
一
二
年
特
許
庁
寄
贈
本
。
印
記
「
不
忍
文
庫
」
「
阿
波
国
文
庫
」
「
特
許
局
図
書
印
」
。
（
当
館
請
求
記
号
　

W
426-N

5

）

（
大
沼
　
宜
規
）

奥
御
右
筆
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奥
右
筆
所
詰
　
　
　
　
　

屋
代
大
郎
　
　
　

　
　
　
　
高
百
俵

丑
八
拾
四
歳
　

お
お
ぬ
ま
　
よ
し
き

い
ぬ
お
う
も
の
ず

せ
つ



毎
年
一
回
の
地
域
内
の
国
立
図
書
館
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
ア

ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
国
立
図
書
館
長
会
議

(
C

o
n

feren
ce

o
f

D
irecto

rs
o
f

N
a
tio

n
a
l

L
ib

ra
ries

in
A

sia
a
n

d
O

cea
n

ia：

Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ)

の
第
一
二
回
会
議
が
、
本
年
九
月
四
日
、
北
京
市

の
中
国
国
家
図
書
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
一
一
か
国

と
一
国
際
機
関
か
ら
の
一
六
人

(
二
頁
参
照)

で
、
当
館
か
ら
は

黒
澤
�
雄
館
長
の
代
理
と
し
て
筆
者
が
出
席
し
、
佐
藤
従
子
総
務
部

企
画
・
協
力
課
課
長
補
佐
が
同
行
し
た
。
会
議
内
容
の
概
略
と
と
も

に
、
直
面
し
て
い
る
課
題
を
報
告
し
て
、
今
後
を
展
望
し
た
い
。

会
議
は
一
三
時
四
〇
分
に
開
会
し
、
今
回
の
主
催
国
で
あ
る
中
国

国
家
図
書
館
の
陳
力
副
館
長
が
、
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
で
、
近
年
国
際

的
な
図
書
館
協
力
が
進
ん
で
お
り
、
特
に
情
報
技
術
分
野
の
協
力
の

進
展
が
目
覚
ま
し
く
、
地
域
内
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
中
国
国
家
図
書
館
の
陳
副
館
長
と
厳
向
東
国
際
交
流
処

処
長
が
議
長
と
な
っ
て
会
議
が
進
行
さ
れ
た
。
冒
頭
で
今
回
の
議
事

次
第
と
昨
年
一
〇
月
に
ブ
ル
ネ
イ
で
開
催
さ
れ
た
前
回
議
事
録
が
確

認
さ
れ
た
。
次
に
、
各
国
か
ら
の
最
近
の
動
向
報
告

(

カ
ン
ト
リ
ー

リ
ポ
ー
ト)

と
二
つ
の
特
別
報
告

(

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン)

が
順

次
行
わ
れ
、
そ
の
間
、
随
時
に
意
見
交
換
が
あ
っ
た
。
最
後
に
次
回

以
降
の
会
議
開
催
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
一
七
時
に
閉
会
し
た
。

●
各
国
か
ら
の
最
近
の
動
向
報
告

慣
例
に
よ
り
国
名
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
順
に
報
告
が
行
わ
れ
た
。
目
立
っ
た
動
き
は
次
の
と
お
り
で
、
多

く
の
国
で
重
点
的
に
施
設
の
整
備
と
多
様
な
電
子
図
書
館
関
連
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア：

電
子
出
版
物
を
充
実
し
て
閲
覧
・
複
写
・
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
。
来
年
に
か
け
て
ウ
ェ
ブ
・
ア
ー

カ
イ
ビ
ン
グ
会
議
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
セ
ン
タ
ー
長
会
議
等
を
開
催
。

ブ
ル
ネ
イ：

四
分
館
が
本
年
一
〇
月
に
完
成
。
電
子
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
約
四
〇
％
が
終
了
。
電
子
図
書
館
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

中
国：

国
家
図
書
館
第
二
期
計
画
お
よ
び
電
子
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
む
。
二
〇
〇
七
年
新
館
完
成
を
予
定
。
貴
重
書
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
一
八
〇
タ
イ
ト
ル
の
貴
重
書
を
復
刻
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア：

国
立
図
書
館
主
導
で
全
国
的
な
図
書
館
発
展
、

読
書
推
進
、
司
書
養
成
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
中
。

日
本：
近
年
の
一
連
の
施
設
整
備
を
経
て
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
の

節
目
に

｢
国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
〇
四｣

を
策
定
。
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韓
国：

二
〇
〇
六
年
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
ソ
ウ
ル
大
会
を
ア
ピ
ー
ル
。
戦
後

の
韓
国
関
係
資
料
の
収
集
、
納
本
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。
九

月
に
登
録
蔵
書
数
五
〇
〇
万
冊
到
達
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

マ
レ
ー
シ
ア：

イ
ス
ラ
ム
諸
国
電
子
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(

Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ｌ)

、
マ
レ
ー
シ
ア
君
主
制
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
ポ
ー

タ
ル
、
地
方
図
書
館
に
お
け
る
通
信
設
備
整
備
事
業
等
。

ミ
ャ
ン
マ
ー：

国
立
図
書
館
の
新
館
が
完
成
。
館
内
外
か
ら
の
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
受
理
体
制
を
整
備
。
国
立
図
書
館
蔵
書
目
録
の
電
子
化

計
画
等
。

フ
ィ
リ
ピ
ン：

政
府
のeL

ib
ra

ry

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し

て
の
電
子
化
、
読
書
推
進
、
公
共
図
書
館
支
援
の
活
動
を
実
施
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル：

電
子
媒
体
を
含
む
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
出
版
物
へ

の
ポ
ー
タ
ル
・
サ
イ
トS

in
g

a
p
o
re

P
a
g

es

を
開
設
。
国
立
図
書

館
は
現
在
休
館
中
で
、
来
年
三
月
に
新
館
開
館
の
予
定
。

ベ
ト
ナ
ム：

図
書
館
の
Ｉ
Ｔ
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
。

●
特
別
報
告

ま
ず
、
当
館
の
佐
藤
課
長
補
佐
が

｢

ア
ジ
ア
情
報
資

源
の
共
有
の
た
め
に：

国
立
国
会
図
書
館
の
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア

に
お
け
る
図
書
館
協
力｣

と
題
し
て
、
当
館
が
編
集
・
発
行
を
担
当

し
て
い
る
一
九
八
三
年
創
刊
のC

D
N

L
A

O
N

ew
sletter

(

電
子
版

h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
d
l.g

o
.jp

/
en

/
p
u

b
lica

tio
n

/
cd

n
la

o
/
)

の
第
五
〇

号
達
成
、
保
存
に
関
す
る
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー

の
活
動
、
関
西
館
ア
ジ
ア
情
報
室
と
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
活
動
に

つ
い
て
報
告
し
た
。
当
館
が
地
域
内
で
果
た
し
て
い
る
寄
与
に
つ
い
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中国国家図書館正面にて出席者一同で (○数字は向かって右端から)
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て
再
認
識
さ
れ
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
、
出
席
者
の
好
評
を
得
た
。

次
に
、
中
国
国
家
図
書
館
電
子
図
書
館
管
理
処
の
孫
衛
チ
ー
フ
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
が
、
中
国
国
家
図
書
館
第
二
期
計
画
お
よ
び
中
国
電
子

図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
経
緯
と
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

こ
の
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
新
館

(

延
べ
床
面
積

七
七
、
六
八
七
㎡)
の
建
設
が
進
め
ら
れ
、
二
〇
〇
七
年
に
完
成
予

定
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

●
地
域
内
の
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て

今
回
の
意
見
交
換
の
お
も
な
テ
ー
マ
は
、
今
後
、
具
体
的
な
共
同

事
業
に
取
り
組
む
と
い
う
課
題
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
毎
年
の

会
議
で
最
新
動
向
を
情
報
交
換
す
る
こ
と
は
相
互
に
意
義
が
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
電
子
図
書
館
関
連
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

国
立
図
書
館
長
会
議

(
C

o
n

feren
ce

o
f

E
u

ro
p
ea

n
N

a
tio

n
a
l

L
ib

ra
ria

n
s：

Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｌ)

が
Ｅ
Ｕ
か
ら
資
金
を
得
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

図
書
館(T

h
e

E
u

ro
p
ea

n
L

ib
ra

ry
)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん

で
い
る
よ
う
な
連
携
が
、
今
後
望
ま
し
い
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
同
様
に
実
施
す
る
場
合
、
連
携
す

る
意
義
と
必
要
性
は
一
致
し
た
認
識
を
得
ら
れ
る
が
、
実
際
に
共
同

で
電
子
化
を
行
う
に
は
、
各
国
の
優
先
順
位
や
標
準
の
違
い
、
資
金

の
調
達
や
ど
こ
が
推
進
力
に
な
る
か
等
の
難
し
さ
、
さ
ら
に
著
作
権

問
題
等
も
関
係
す
る
の
で
、
リ
ン
ク
集
の
作
成
等
、
ゆ
る
や
か
な
協

力
で
よ
い
と
の
意
見
も
多
か
っ
た
。
一
方
、
当
館
の
国
際
子
ど
も
図

書
館
の
活
動
に
関
連
し
、
地
域
内
の
協
力
事
業
と
し
て
、
各
国
の
児

童
書
の
電
子
化
に
取
り
組
む
期
待
も
示
さ
れ
、
進
行
中
の
国
際
児
童

書
電
子
図
書
館(

Ｉ
Ｃ
Ｄ
Ｌ)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
意
識
し
な
が
ら
、
地

域
独
自
の
特
色
あ
る
取
組
み
の
可
能
性
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
た
。

当
館
と
し
て
は
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
関
連
を
は
じ
め
、
地
域
内
の

連
携
が
望
ま
し
い
具
体
的
な
活
動
分
野
に
、
こ
れ
ら
の
視
点
を
生
か

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

●
今
後
の
会
議
開
催
に
つ
い
て

次
回
の
第
一
三
回
会
議
は
二
〇
〇
五
年
五
月
に
一
〇
〇
周
年
記
念

の
マ
レ
ー
シ
ア
国
立
図
書
館
で
、
第
一
四
回
会
議
は
二
〇
〇
六
年
三

月
の
東
南
ア
ジ
ア
図
書
館
人
会
議

(

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｌ)

と
同
時
期
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
立
図
書
館
で
開
催
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の

後
の
二
〇
〇
七
年
以
降
は
、
現
段
階
で
は
開
催
国
・
時
期
・
内
容
が

未
定
で
あ
る
が
、
日
本
開
催
に
熱
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
当

館
に
と
っ
て
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
最
近
の
出
席
国
は
、
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア

ニ
ア
の
国
々
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
お
り
、
各
国
の
財
政
問
題
も
背
景
に

あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
通
じ
て
出
席
国
が
増
え
る
よ
う
に
取

り
組
む
べ
き
段
階
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
会
議
も
重
要
で
あ
る
が
、
ま

ず
は
当
館
が
担
う
前
述
のN

ew
sletter

を
一
層
活
性
化
し
、
地
域

内
の
相
互
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
内
の
連
携
が
今
後
と
も
強
化
さ
れ
る

よ
う
に
、
当
館
と
し
て
も
引
き
続
い
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

(
お
お
た
き

の
り
た
だ

国
立
国
会
図
書
館
副
館
長)
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図
書
館
員
は
、
地
球
上
の
ほ
と
ん
ど
の
国
や
地
域
で
同
業
者
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
職
業
の
一
つ
で
あ
り
、
国
境
を
越
え
て
課
題
を

共
有
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
近
年
は
、

情
報
電
子
化
の
進
展
が
図
書
館
界
に
も
た
ら
し
た
様
々
の
共
通
課
題

を
め
ぐ
っ
て
、
今
ま
で
以
上
に
国
を
超
え
た
連
携
が
必
要
と
な
っ
て

き
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
国
立
国
会
図
書
館
の
国
際
的

な
協
力
・
連
携
も
ま
た
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
世
界
の
図
書
館
と

の
連
携
と
無
縁
な
業
務
分
野
は
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。

現
状
を
概
観
し
て
、
今
後
の
当
館
の
国
際
活
動
を
展
望
し
た
い
。

�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

国
立
国
会
図
書
館
は
、
国
際
図
書
館
連
盟(

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
。
一
九
二
八

年
創
設)

を
始
め
と
す
る
国
際
的
な
図
書
館
団
体
と
の
協
力
を
重
視

し
て
い
る
。
分
野
ご
と
の
活
動
は
後
に
述
べ
る
が
、
国
立
図
書
館
と

し
て
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
国

立
図
書
館
長
会
議

(

Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
。
一
九
七
四
年
創
設)

お
よ
び
そ
の

下
部
組
織
で
あ
る
ア
ジ
ア･

オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
国
立
図
書
館
長
会
議

(

Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ
。
一
九
七
九
年
創
設)

の
一
員
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
議
会
図
書
館
と
し
て
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
議
会
の
た
め
の
図
書
館
・

調
査
サ
ー
ビ
ス
分
科
会
の
ほ
か
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
議
会
図
書
館
長
協

会

(

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｐ
。
一
九
九
〇
年
設
立)

に
加
わ
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
と
の
関
わ
り
は
、
一
九
六
〇
年
に
そ
の
国
際
貸
借
制
度

に
参
加
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
一
九
六
六
年
に
準
会
員
と
な
り
、

一
九
七
六
年
に
正
会
員
と
な
っ
た
。
年
次
大
会
に
は
一
九
六
七
年
以

降
毎
年
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
一
九
八
六
年
の
大
会
は
東
京
で
開

か
れ
、
当
館
も
そ
の
運
営
に
協
力
し
た
。
現
在
当
館
は
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
コ

ア
活
動
の
た
め
に
最
も
多
い
拠
出
金
を
提
供
し
て
財
政
的
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
一
九
八
九
年
以
来
、
コ
ア
活
動
の
一
つ
で
あ
る
資
料

保
存

(

Ｐ
Ａ
Ｃ)

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
を
務
め
て

い
る

(

４
で
詳
述)

。
さ
ら
に
職
員
を
子
ど
も
・
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト

図
書
館
分
科
会
お
よ
び
書
誌
分
科
会
に
常
任
委
員
と
し
て
、
ま
た
議

会
の
た
め
の
図
書
館
・
調
査
サ
ー
ビ
ス
分
科
会
お
よ
び
収
集
・
蔵
書

構
築
分
科
会
に
は
連
絡
委
員
と
し
て
、
送
り
出
し
て
い
る
。

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｐ
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
一
九
八
八
年
大
会
の
議
会
の
た
め
の

図
書
館
・
調
査
サ
ー
ビ
ス
分
科
会
に
お
い
て
、
議
会
図
書
館
の
地
域

的
な
国
際
協
力
機
構
創
設
が
話
題
と
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
の
議
会
図
書
館
が
連
携
協
力
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
目
的
で
一
九
九
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
。
設
立
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大
会
は
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
、
以
降
隔
年
で
開
か
れ
て
い
る
。
当
館

は
一
〇
周
年
に
当
た
る
二
〇
〇
〇
年
の
第
六
回
大
会
を
主
催
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�

	


�
�

情
報
資
源
の
共
有
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
の
書
誌
デ
ー
タ
の
流
通

促
進
に
向
け
た
標
準
化
へ
の
取
組
み
も
含
め
て
、
過
去
に
も
現
在
で

も
国
際
的
な
図
書
館
連
携
の
中
心
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
は
、

各
国
が
そ
の
国
の
出
版
物
を
利
用
し
や
す
く
す
る
こ
と
が
、
そ
れ
自

体
国
際
的
な
利
用
可
能
性
を
改
善
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
考
え
に

基
づ
き
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
が
、
Ｕ
Ａ
Ｐ

(
U

n
iv

ersa
l

A
v
a
ila

b
ility

o
f

P
u

b
lica

tio
n

s

す
べ
て
の
出
版
物
の
入
手
・
利
用
を
世
界
的
な

レ
ベ
ル
で
可
能
に
す
る
計
画
。
二
〇
〇
三
年
に
終
了)

の
名
称
の
下

に
、
収
集
、
書
誌
調
整
、
交
換
、
相
互
貸
借
、
複
写
、
図
書
館
協
力

等
広
範
な
分
野
に
わ
た
る
利
用
可
能
性
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
、

各
国
の
国
立
図
書
館
に
特
に
重
要
な
役
割
を
期
待
し
た
。

こ
う
し
た
取
組
み
の
中
で
、
資
料
の
国
際
交
換
は
最
も
歴
史
の
古

い
連
携
の
一
様
態
で
あ
る
が
、
当
館
も
明
治
初
年
以
来
の
外
務
省
、

帝
国
図
書
館
に
よ
る
国
と
し
て
の
取
組
み
を
引
き
継
い
で
き
た
。
現

在
は
、
一
九
八
四
年
に
我
が
国
が
批
准
し
た
国
際
交
換
に
関
す
る
ユ

ネ
ス
コ

(

国
際
連
合
教
育
科
学
機
関)

の
二
つ
の
条
約
に
基
づ
き
、

あ
る
い
は
、
国
と
国
や
機
関
同
士
の
取
り
決
め
に
基
づ
い
て
、
一
五
四

か
国
三
地
域
の
九
一
八
機
関
お
よ
び
国
際
機
関
三
八
機
関
と
交
換
を

行
っ
て
い
る
。
出
版
物
の
電
子
化
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
流
通

が
進
む
に
つ
れ
て
、
時
代
に
即
し
た
交
換
の
在
り
方
を
追
求
す
る
必

要
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
当
館
も
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
蔵
書
構
築
の
た
め
の
国
際
的
な
連
携
方
法

と
し
て
、
ま
た
と
り
わ
け
出
版
物
を
通
じ
た
文
化
交
流
の
手
段
と
し

て
、
国
際
交
換
は
今
で
も
そ
の
意
義
を
失
っ
て
い
な
い
。

な
お
、
国
際
交
換
の
枠
組
み
と
は
別
に
、
当
館
は
、
国
際
連
合
を

始
め
と
す
る
一
六
の
国
際
機
関
の
寄
託
図
書
館
に
も
指
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
機
関
の
出
版
物
を
日
本
の
利
用
者
に
提
供
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

�
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書
誌
情
報
の
流
通
促
進･

共
有
も
、
標
準
的
な
目
録
規
則
や
分
類

表
の
策
定
・
普
及
の
試
み
を
始
め
と
し
て
、
長
い
連
携
の
歴
史
を
持
っ

て
い
る
。
共
有
化
の
手
段
は
、
目
録
カ
ー
ド
や
冊
子
体
目
録
の
交
換
、

磁
気
テ
ー
プ
な
ど
の
媒
体
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
交
換
を
経
て
、

現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
デ
ー
タ
の
共
有
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
交
換
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
が
、
機
械
可

読
形
式
に
よ
る
書
誌
情
報
の
国
際
的
な
交
換
の
た
め
に
国
際
書
誌
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
・
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム

(

一
九
七
四
〜
二
〇
〇
三
年)

を
推
進
、
一
九
七
七
年
に
共
通
仕
様
と
し
て
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
を
公
刊
し
た
。
こ
れ
に
準
拠
し
て
当
館
で
も
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
、
図
書
に
つ
い
て
は
一
九
八
一
年
、
逐
次
刊
行
物
に
つ

い
て
は
一
九
八
八
年
に
頒
布
開
始
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
一
年
に
は

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
完
全
対
応
版
で
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
版
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
決
定
し
た
。
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
提
供
は
当
館

で
は
二
〇
〇
〇
年
に
Ｗ
ｅ
ｂ
―
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
名
称
で
開
始
し
た
が
、

二
〇
〇
二
年
の
関
西
館
開
館
を
機
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
改
訂
し
、

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
も
内
容
を
大
幅
に
拡
充
し
た
Ｎ
Ｄ
Ｌ
―
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

(

国
立

国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム)

と
し
て
提
供
し
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年
九
月
末
に
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
―
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
英
語
版
を
公
開
し

た
。
現
在
、
和
図
書
三
〇
六
万
件
、
雑
誌
記
事
索
引
六
二
五
万
件
を

含
む
一
、三
〇
〇
万
件
以
上
の
書
誌
デ
ー
タ
が
、
世
界
の
ど
こ
か
ら

で
も
検
索
可
能
で
あ
る
。

当
館
は
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
が
図
書
普
及
活
動
の
一
環
と
し
て
推
進

す
る
、
各
国
で
出
版
さ
れ
た
翻
訳
書
の
書
誌
情
報
を
収
録
し
た
世
界

翻
訳
書
目
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

(
In

d
ex

T
ra

n
sla

tio
n

u
m
)

作
成
に

協
力
す
る
た
め
に
、
和
図
書
の
中
の
翻
訳
書
の
書
誌
デ
ー
タ
を
送
付

し
て
い
る
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

世
界
で
出
版
さ
れ
て
い
る
数
十
万
種
に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
る
逐
次

刊
行
物
に
つ
い
て
、
出
版･

流
通
界
、
図
書
館
等
で
そ
の
情
報
を
的

確
に
把
握
し
、
処
理
す
る
目
的
で
、
個
々
の
逐
次
刊
行
物
に
固
有
の

識
別
番
号

｢

国
際
標
準
逐
次
刊
行
物
番
号

(

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ)｣

を
与
え

る
た
め
の
国
際
協
力
活
動
と
し
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形

成
さ
れ
て
い
る
。
当
館
は
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
日
本
セ
ン
タ
ー
を

一
九
七
六
年
か
ら
務
め
て
お
り

(

当
初
の
名
称
は
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
日
本
セ

ン
タ
ー)

、
発
行
者
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
日
本
国
内
で
出
版
さ
れ

る
逐
次
刊
行
物
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
を
付
与
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
毎
月
国
際

セ
ン
タ
ー
に
送
付
し
て
い
る
。

�



�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�

情
報
資
源
共
有
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
様
態
で
あ
る
国
際
貸
出
し･

複
写
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
は
、
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の

進
展
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
利
用
手
続
き
が
簡
便
と

な
り
、
利
用
可
能
性
が
劇
的
に
拡
大
し
た
。
当
館
に
お
い
て
は
、

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
か
ら
、
館
全
体
の
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
図
書
館

間
貸
出
し
や
遠
隔
利
用
の
複
写
サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
を
関
西
館
と
す
る

サ
ー
ビ
ス
体
制
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
―

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
上
で
図
書
館
間
貸
出
し
お
よ
び
資
料
複
写

(

個
人
か
ら
の

申
込
み
は
二
〇
〇
三
年
一
月
か
ら)

の
申
込
み
を
可
能
と
し
た
。
ま

た
、
外
国
か
ら
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
個
人
も
含
め
て
二
〇
〇
二
年

一
〇
月
か
ら
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
る
。

�

�
�
�
	
�
�
�
�
�
�
�
�
 
!
"
#
$

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
ど
こ
で
も
だ
れ
で
も
図
書
館
の
情
報
資

源
が
利
用
で
き
る
電
子
図
書
館
は
、
情
報
資
源
の
共
有
の
た
め
の
全

く
新
し
い
様
態
で
あ
る
。
世
界
的
な
電
子
図
書
館
構
築
に
向
け
た
連

携
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
が
、
当
館
は
二
〇
〇
二
年
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
全
面
改
訂
に
際
し
て
、
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
大
幅
に
拡
充
、

そ
の
後
順
次
コ
ン
テ
ン
ツ
を
追
加
し
て
き
た
。

Ｎ
Ｄ
Ｌ
―

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
ほ
か
、
当
館
所
蔵
の
明
治
期
刊
行
図
書
を
電
子
化
し
て

閲
覧
可
能
と
し
た
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
貴
重
書
の
画
像

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
電
子
展
示
会
の
一
つ
と
し
て
日
本
国
憲
法
の
成
立

に
関
す
る
史
料
を
紹
介
し
た

｢

日
本
国
憲
法
の
誕
生｣

な
ど
が
、
ま
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た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
資
源
選
択
的
蓄
積
実
験
事
業

(

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ)

の
成
果
や
国
立

国
会
図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

(

Ｄ
ｎ
ａ
ｖ
ｉ)

が
世
界
中
の
利
用
者
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

�
�
�
�
�

人
類
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を
保
存
し
、
後
世
に
継
承
し
て
い
く
た

め
に
、
ユ
ネ
ス
コ
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
、
国
際
文
書
館
会
議

(

Ｉ
Ｃ
Ａ)

な

ど
の
国
際
機
関
を
始
め
、
当
館
を
含
む
各
国
の
図
書
館
・
文
書
館
が

活
動
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
は
一
九
八
六
年
に
コ
ア
活
動
の
一
つ
と

し
て
Ｐ
Ａ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
た
。
拠
点
と
な
る
国
際
セ
ン

タ
ー
が
世
界
的
な
戦
略
計
画
を
実
施
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
が
地
域
内

の
活
動
を
担
当
す
る
方
式
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る

(

注

１)

。
当
館
は
一
九
八
九
年
に
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
を
引
き
受
け

た
。
一
九
九
〇
年
に
策
定
し
た
保
存
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
、

会
議
や
研
修
会
へ
の
講
師
派
遣
、
ア
ジ
ア
各
国
の
国
立
図
書
館
等
か

ら
の
依
頼
に
応
じ
た
研
修
生
受
入
れ
、
ま
た
海
外
で
資
料
保
存
に
係

る
援
助
活
動
を
行
う
日
本
人
を
研
修
生
と
し
て
受
け
入
れ
る
等
の
活

動
を
行
っ
て
き
た
。
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
は
二
か
年
計
画
で
ネ
パ
ー

ル
国
立
図
書
館
へ
の
支
援
協
力
を
実
施
し
て
い
る
。
当
館
が
継
承
し

て
き
た
保
存
技
術
等
を
活
か
し
、
今
後
は
従
来
の
技
術
援
助
に
加
え
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
な
ど
の
方
法
を
通
じ
て
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
化
を

図
り
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
て
保
存
協
力
に
努
め
る
考
え
で
あ
る
。

(

注
１)

国
際
セ
ン
タ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
が
担
当
し
て
い
る

が
、
同
館
は
地
域
セ
ン
タ
ー
で
も
あ
る
。
そ
の
他
の
地
域
セ
ン
タ
ー
は
現

在
、
当
館
の
ほ
か
、
米
国
議
会
図
書
館
、
ロ
シ
ア
外
国
文
献
図
書
館
、
ト

リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
国
立
図
書
館･

情
報
シ
ス
テ
ム
庁
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

国
立
図
書
館
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
立
図
書
館
、
チ
リ
国
立
図
書
館
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
国
立
図
書
館
が
担
っ
て
い
る
。

�
�
�
�
	


�

�

�
�
�
�


�
�
�
�

ア
ジ
ア
を
視
野
に
入
れ
た
活
動
は
当
館
が
特
に
重
視
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
関
西
館
は
ア
ジ
ア
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
そ
の
お
も
な
機
能

の
一
つ
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
ア
ジ
ア
情
報
室
を
中
心
に
、
館
全
体

と
し
て
構
築
し
て
い
る
ア
ジ
ア
関
係
の
情
報
資
源
に
基
づ
き
、
遠
隔

利
用
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
っ
て
お
り
、

二
〇
〇
二
年
か
ら
ア
ジ
ア
言
語
資
料
の
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る

ア
ジ
ア
言
語
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
も
公
開
し
て
い
る

(

現
在
は
中
国
語
・
朝
鮮

語
資
料
の
み
収
録)

。
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
の
ア
ジ
ア
情
報
関
連

機
関
と
も
連
携
を
図
る
た
め
、
二
〇
〇
三
年
に
は
関
西
館
に
お
い
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

ア
ジ
ア
へ
の
知
的
探
求
と
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
新

展
開｣

を
開
催
し
た
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�

当
館
は
ま
た
ア
ジ
ア･

オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
に
お
け
る
図
書
館
員
の

効
果
的
な
情
報
交
換
の
場
を
提
供
す
る
た
め
に
、
一
九
八
三
年
以
来

英
文
広
報
誌

｢
C

D
N

L
A

O
N

ew
sletter｣

を
編
集
・
刊
行
し
て

い
る
。
こ
れ
は
一
九
八
二
年
に
当
館
の
主
催
で
開
か
れ
た
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ
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の
第
二
回
会
議

(

注
２)

に
お
け
る
勧
告
に
基
づ
い
て
開
始
さ
れ
た

事
業
で
、
当
初
は

｢

Ａ
／
Ｏ
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー｣

と
称
し
、
一
九
八
八

年
か
ら
現
在
の
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア

地
域
の
国
立
図
書
館
を
中
心
と
す
る
図
書
館
員
の
協
力
を
得
て
、

二
〇
〇
四
年
七
月
刊
行
の
第
五
〇
号
ま
で
、
二
一
年
間
に
約
三
〇
〇

件
の
記
事
を
発
信
し
て
き
た
。
こ
の
間
、
一
九
九
八
年
か
ら
は
紙
媒

体
の
刊
行
と
併
行
し
て
当
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
あ
る
国
立
国
会
図

書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
、
さ
ら
に
二
〇
〇
三
年
か
ら
は
紙
媒
体

を
や
め
、
ウ
ェ
ブ
上
で
の
刊
行
に
完
全
移
行
し
た
。

(

注
２)

当
時
の
名
称
は
ア
ジ
ア･
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
に
お
け
る
図
書
館

資
源
の
相
互
利
用
に
関
す
る
国
立
図
書
館
長
会
議
。
そ
の
後
第
四
回
会
議

(

一
九
八
九
年
、
北
京)

か
ら
ア
ジ
ア･
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
国
立
図
書
館
長

会
議
と
な
る
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

当
館
は
中
国
国
家
図
書
館
と
一
九
八
一
年
以
来
、
業
務
交
流
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
両
館
に
お
け
る
図
書
館
業
務
の
相
互
協
力
を
通

じ
て
日
中
両
国
の
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
始
さ
れ

た
。
第
一
回
は
当
館
か
ら
副
館
長
を
団
長
と
す
る
代
表
団
を
中
国
に

派
遣
、
そ
の
後
毎
年
交
互
に
相
手
国
に
五
名
の
代
表
団
を
送
っ
て
継

続
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
第
二
四
回
交
流
が
日
本
で
行
わ
れ
た
。
相

互
に
活
動
や
今
後
の
計
画
を
報
告
し
合
う
と
と
も
に
、
テ
ー
マ
を
絞
っ

た
報
告
・
意
見
交
換
を
行
っ
て
、
と
も
に
自
館
の
サ
ー
ビ
ス
発
展
に

役
立
て
て
き
た
。
一
九
九
九
年
に
は
両
館
の
協
力
・
友
好
関
係
を
発

展
さ
せ
、
情
報
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
協
力
活
動
を
進
め
る
た
め
に
、

五
項
目
に
わ
た
る

｢

交
流
・
協
力
に
関
す
る
意
向
書｣

を
取
り
交
わ

し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
当
館
は
関
西
館
の
ア
ジ

ア
情
報
資
源
構
築
の
一
環
と
し
て
、
中
国
国
家
図
書
館
の
協
力
を
得

て
中
国
で
発
行
さ
れ
た
資
料
を
収
集
し
て
い
る
。

�



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�

	


�
�

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
と
の
業
務
交
流
は
、
二
一
世
紀
へ
向
け
て

隣
国
同
士
の
図
書
館
界
の
相
互
理
解
を
深
め
、
双
方
に
共
通
す
る
課

題
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
一
九
九
七

年
に
開
始
さ
れ
た
。
第
一
回
は
当
館
に
お
い
て
韓
国
側
か
ら
代
表
団

を
迎
え
て
行
わ
れ
、
以
降
、
毎
年
交
互
に
相
手
国
に
三
名
の
代
表
団

を
派
遣
、
今
年
は
韓
国
に
お
い
て
第
八
回
目
の
交
流
を
実
施
し
た
。

実
務
者
の
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
相
互
に
報
告
、
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
る
。
両
館
の
間
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
を
通
じ

て
き
わ
め
て
友
好
的
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
結
果
、
定
期
交

流
と
は
別
に
、
資
料
保
存
や
児
童
書
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
個

別
の
交
流
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

当
館
は
ま
た
議
会
図
書
館
間
の
交
流
と
し
て
、
韓
国
国
会
図
書
館

と
の
業
務
交
流
も
行
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
お
よ
び
二
〇
〇
一
年

に
当
館
と
同
館
の
間
で
相
互
に
職
員
一
名
を
派
遣
し
て
研
修
交
流
を

行
っ
た
。
そ
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
昨
二
〇
〇
三
年
か
ら
は
相
互
に
二

名
の
職
員
を
派
遣
し
て
業
務
交
流
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
第
一
回
の

昨
年
は
当
館
に
韓
国
国
会
図
書
館
職
員
を
迎
え
て
、
国
会
サ
ー
ビ
ス

の
在
り
方
を
め
ぐ
っ
て
相
互
に
報
告
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
こ
の
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交
流
は
両
館
に
お
い
て
二
回
ず
つ
、
四
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
の
予

定
で
あ
る
。
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海
外
で
日
本
研
究
に
携
わ
る
機
関
・
研
究
者
を
支
援
す
る
こ
と
は

世
界
最
大
の
日
本
情
報
資
源
を
構
築
し
、
そ
の
地
球
規
模
で
の
共
有

化
に
努
め
て
い
る
当
館
が
常
に
留
意
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
電
子
化
さ
れ
た
資
料
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
の
提
供
、
ま
た
複
写
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
等
を
通
じ
て
、
当
館

の
所
蔵
資
料
へ
の
海
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
き
た
。

中
で
も
二
〇
〇
二
年
か
ら
雑
誌
記
事
索
引
を
Ｎ
Ｄ
Ｌ
―
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で

公
開
し
、
検
索
と
同
時
に
記
事
単
位
で
複
写
申
込
み
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
こ
と
は
、
海
外
の
日
本
研
究
者
の
支
援
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
っ
た
。

当
館
は
ま
た
、
国
際
交
流
基
金
と
の
共
催
に
よ
り
、
海
外
の
図
書

館
や
研
究
機
関
で
日
本
関
係
情
報
を
専
門
に
扱
う
司
書
等
を
対
象
と

し
て
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
一
九
九
六
年
度
か
ら
二
〇
〇
〇
年
度
ま

で
五
回
に
わ
た
り

｢

上
級
日
本
研
究
司
書
研
修｣

(

一
九
九
八
年
度

以
降
は

｢

日
本
研
究
司
書
研
修｣

と
改
称)

、
二
〇
〇
二
年
度
か
ら

は
三
年
計
画
で
国
際
交
流
基
金
と
の
共
催
で

｢

日
本
研
究
情
報
専
門

家
研
修｣

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
一
九
九
六
年
度
以
来
の
受
講
者

は
二
九
か
国
の
八
八
名
に
の
ぼ
る
。
約
三
週
間
の
日
程
で
講
義
、
見

学
等
を
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
質
の
高
い
研
修
を
行
っ
て
お
り
、
参
加
者

お
よ
び
関
係
機
関
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

�
�
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二
〇
〇
〇
年
に
第
一
期
開
館
、
二
〇
〇
二
年
に
全
面
開
館
し
た
国

際
子
ど
も
図
書
館
は
、
児
童
書
や
そ
の
関
連
資
料
に
関
す
る
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
を
国
際
的
な
連
携
の
下
に
行
う
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

納
本
制
度
に
よ
り
収
集
す
る
国
内
の
児
童
書
に
加
え
て
、
ア
ジ
ア
を

は
じ
め
世
界
各
国
の
児
童
書
を
収
集
し
て
日
本
の
利
用
者
に
提
供
す

る
と
と
も
に
、
電
子
図
書
館
機
能
の
活
用
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
通

じ
た
国
際
的
な
利
用
の
促
進
を
目
指
し
て
い
る
。
外
国
児
童
書
の
収

集
に
当
た
っ
て
も
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
児
童
図
書
展
事
務
局
か
ら
寄

贈
を
受
け
る
な
ど
、
国
際
的
な
協
力
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
閲
覧
・

複
写
等
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
展
示
会
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
実
施
し
、
海
外
か
ら
も
児
童
文
学
者
・
研
究
者
や
児
童
図

書
館
関
係
者
を
招
へ
い
し
て
い
る
。
国
際
児
童
図
書
評
議
会

(

Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ)

な
ど
の
関
係
機
関
、
諸
外
国
の
児
童
図
書
館
と
の
交

流
に
努
め
、
関
連
す
る
会
議
や
行
事
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
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現
在
、
当
館
は
も
と
よ
り
世
界
の
国
立
図
書
館
が
喫
緊
の
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
電
子
情
報
資
源
の
収
集
・
蓄
積
・
保

存
・
提
供
で
あ
る
。
ユ
ネ
ス
コ
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
を
含
む

電
子
情
報
を

｢

デ
ジ
タ
ル
遺
産｣

と
位
置
付
け
、
二
〇
〇
三
年
の
第

三
二
回
総
会
に
お
い
て

｢

デ
ジ
タ
ル
遺
産
の
保
存
に
関
す
る
憲
章｣
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を
採
択
、
各
国
政
府
に
お
い
て
保
存
の
た
め
の
取
組
み
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

電
子
情
報
資
源
を
世
界
的
に
共
有
し
、
そ
の
利
用
を
促
進
す
る
取

組
み
は
、
一
九
九
五
年
に
、
Ｇ
７
情
報
サ
ミ
ッ
ト
の
政
策
を
受
け
て

フ
ラ
ン
ス
と
日
本
が
幹
事
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
Ｇ
７
電
子
図
書
館

会
合
を
端
緒
と
す
る

(

一
九
九
八
年
か
ら

｢

Ｇ
８｣)

。
発
足
時
か
ら

日
本
と
フ
ラ
ン
ス
が
共
同
幹
事
国
と
な
り
、
当
館
も
日
本
側
代
表
と

し
て
積
極
的
役
割
を
果
た
し
た
。
一
九
九
七
年
に
は

｢

国
を
ま
た
が

る
人
々
の
交
流｣

を
テ
ー
マ
と
し
て

｢

世
界
図
書
館｣
(B

ib
lio

th
eca

U
n

iv
ersa

lis)

を
構
築
す
る
事
業
が
始
ま
っ
た
が
、
一
九
九
九
年

に
Ｇ
８
の
枠
組
み
を
は
ず
れ
、
国
立
図
書
館
が
協
力
協
定
を
結
ん
で

進
め
る
事
業
と
し
て
再
組
織
さ
れ
た
。
当
館
も
こ
の
取
組
み
に
参
加
、

二
〇
〇
〇
年
に
電
子
展
示
会

｢

世
界
の
中
の
ニ
ッ
ポ
ン｣

を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
た
。
当
初
は
電
子
化
さ
れ
た
資
料
や
書
誌
情
報
の

共
有
を
目
標
と
し
て
い
た
世
界
図
書
館
事
業
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
急
速
な
発
展
と
と
も
に
課
題
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
へ
と
移
っ

て
い
る
。
ま
た
、
世
界
図
書
館
事
業
の
枠
組
み
の
外
で
も
国
際
的
な

試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
館
は
、
電
子
図
書
館
に
係
る
国
際
会
議

へ
の
職
員
派
遣
や
、
国
立
図
書
館
の
電
子
図
書
館
事
業
担
当
者
の
当

館
へ
の
招
へ
い
を
通
じ
て
、
世
界
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
交
流
を
図
っ

て
い
る
。
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国
際
交
換
や
書
誌
デ
ー
タ
の
共
有
な
ど
従
来
か
ら
の
連
携
に
加
え
、

電
子
図
書
館
と
い
う
最
新
の
課
題
ま
で
、
当
館
が
幅
広
い
国
際
的
な

協
力
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
概
観
し
た
。
こ
こ
に
述
べ
た
事
項

の
ほ
か
に
、
季
刊
誌
お
よ
び
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の

『

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ

ア
ネ
ス』

を
通
じ
て
外
国
の
図
書
館
界
・
図
書
館
情
報
学
の
動
向
を

国
内
の
図
書
館
に
向
け
て
発
信
す
る
事
業
も
、
広
い
意
味
で
の
当
館

の
国
際
協
力
活
動
に
含
め
ら
れ
よ
う
。

当
館
は
、
二
〇
〇
二
年
の
組
織
改
正
に
際
し
て
図
書
館
協
力
業
務

を
再
編
成
し
、
国
際
協
力
も
機
能
別
に
関
連
す
る
各
部
署
に
お
い
て

進
め
る
こ
と
と
し
た
。
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
国
際
的
な
連
携
が
必

要
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
の
中
に
そ
れ
を
位
置
付
け
る

こ
と
が
館
の
業
務
お
よ
び
国
際
協
力
の
い
ず
れ
の
発
展
に
も
資
す
る

と
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
当
館
が
活
動
の
基
礎
と
し
て
い
る

制
度
や
、
蓄
積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
得
た
経
験
に
は
、
世
界
の
図
書
館
界
に
も
裨
益

す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
は
そ
れ
ら
の
共
有
化
を

通
じ
て
、
一
層
の
国
際
貢
献
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
年
当

館
が
国
際
会
議
に
派
遣
し
た
職
員
は
、
主
催
者
か
ら
の
要
請
に
応
じ

て
、
ま
た
要
請
が
な
い
場
合
で
も
許
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
発
表

を
行
い
、
当
館
の
取
組
み
の
紹
介
に
努
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
小
さ

な
積
み
重
ね
も
、
館
の
大
き
な
事
業
と
と
も
に
、
情
報
資
源
や
ノ
ウ

ハ
ウ
の
国
際
的
な
共
有
、
日
本
か
ら
世
界
の
図
書
館
界
へ
の
貢
献
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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収
集
部
外
国
資
料
課
国
際
交
換
係
、
こ
こ
は
一
説

に
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
内
郵
便
局
対
外
支
局
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
と
か
、
い
な
い
と
か
。
係
員
は
資
料
の
受
理
と
送

付
に
担
当
が
分
か
れ
ま
す
が
、
よ
り
郵
便
的
な
の
は

送
付
の
担
当
者
。
果
た
し
て
そ
の
仕
事
と
は
？

国
際
交
換
係
の
一
日
は
、
西
口
集
配
セ
ン
タ
ー
で

始
ま
り
ま
す
。
日
々
、
世
界
各
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
郵
便
物
を
開
封
し
、
仕
分
け
し
ま
す
。
作
業
が
終

わ
る
と
事
務
室
に
戻
り
、
外
国
か
ら

の
電
話
の
応
対
に
追
わ
れ
ま
す
。
職

員
の
多
く
は
三
か
国
語
以
上
を
易
々

と
使
い
こ
な
し
、
英
会
話
も
覚
束
な

い
者
は
虫
ケ
ラ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、

干
さ
れ
ま
す
・
・
・
嘘
で
す
。

相
手
機
関
と
の
や
り
取
り
は
基
本

的
に
は
手
紙
、
場
合
に
よ
っ
て
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
行
っ
て
お
り
、

外
国
か
ら
の
電
話
は
私
の
知
る
限
り
、

一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
文
章
は
英
語
で
書
き
ま
す
が
、

欠
号
請
求
な
ど
基
本
的
な
も
の
は
定
型
文
を
少
し
変

え
る
だ
け
で
す
し
、
一
か
ら
文
章
を
作
っ
た
場
合
は
、

企
画
・
協
力
課
の
客
員
調
査
員
で
あ
る
英
国
人
の
方

に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
語
学
力
に
自

信
が
な
く
て
も
安
心
で
す
。

国
際
交
換
は
、
二
つ
の
ユ
ネ
ス
コ
条
約
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
購
入
で
は
入
手
困
難
な
国
の

官
庁
資
料
・
国
際
機
関
資
料
や
日
本
関
係
資
料
、
ア

ジ
ア
関
係
資
料
な
ど
を
こ
の
交
換
に
よ
り
入
手
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
何
ら
か
の
や
り
と
り
が
あ
っ

た
機
関
数
は
約
九
〇
〇
、
こ
こ
一
年
ぐ
ら
い
で
実
際

に
や
り
と
り
が
あ
っ
た
の
は
約
四
〇
〇
機
関
、
七
五

の
国
と
地
域
に
な
り
ま
す
。

送
付
の
担
当
者
は
、
国
内
資
料
課
か
ら
届
く
政
府

の
出
版
物
を
中
心
と
し
た
公
的
出
版
物
と
相
手
先
機

関
と
の
合
意
で
購
入
し
て
い
る
民
間

出
版
物
を
、
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
を
見

な
が
ら
、
各
機
関
ご
と
に
区
切
ら
れ

た
棚
に
排
架
し
、
一
定
期
間
ご
と
に

そ
れ
ら
の
資
料
を
梱
包
し
郵
便
で
送
っ

た
り
、
容
量
六
〇
㎏
の
巨
大
な
ダ
ン

ボ
ー
ル
に
詰
め
て
船
荷
で
送
っ
た
り

し
ま
す
。

送
付
す
る
量
は
時
期
に
よ
っ
て
ま

ち
ま
ち
で
す
が
、
多
い
時
は
二
か
月

で
約
六
ｔ
の
資
料
を
送
付
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
意
外
と
肉
体
労
働
も
し
て
い
ま
す
。

一
冊
積
ん
で
は
チ
リ
の
た
め
、
手
紙
を
書
い
て
は

タ
イ
の
た
め
、
局
員
達
は
今
日
も
ク
レ
ー
ム
や
誤
配

に
郵
便
的
不
安
？
を
抱
き
つ
つ
、
せ
っ
せ
と
手
紙
を

書
き
、
資
料
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

(

外
国
資
料
課

L
IV

E
L

E
T

T
E

R
S

P
O

S
T

M
A

N
)
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常
設
展
示
の
お
知
ら
せ

第
一
三
四
回

雪
―
冬
に
咲
く
華
―

平
成
一
六
年

一
一
月
一
八
日

(

木)

か
ら

平
成
一
七
年

一
月
一
八
日

(

火)

ま
で

於

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前

(

東
京
本
館)

詳
細
は
本
誌
五
二
三
号
ま
た
は
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、｢

ギ
ャ
ラ
リ
ー｣

の
な
か
に
あ
る

｢

常
設

展
示｣

の
コ
ー
ナ
ー
に
、
展
示
資
料
一
覧
と
簡

単
な
解
説
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。(h

ttp
:/

/

w
w

w
.n

d
l.g

o
.jp

/
jp

/
g

a
llery

/
p
erm

a
n

en
t/

in
d
ex

.h
tm

l)

巻
末
に
こ
の
展
示
会
に
関
連
し
た
コ
ラ
ム

｢

本
を
魅
せ
る

常
設
展
示
案
内｣

が
あ
り
ま
す
。



各施設の休館期間

東京本館・関西館

平成16年12月28日(火) ～ 平成17年１月４日(火)

国際子ども図書館

平成16年12月27日(月) ～ 平成17年１月４日(火)

12月26日は日曜日につき第一､ 第二資料室は休室｡

上記の期間､ 来館による閲覧・複写サービスを休止させていただきます｡

上記の期間中も当館ホームページを通じたインターネット経由の資料

検索や複写申込み等は休止いたしませんが､ 12月28日以降に受理した申

込みの処理は､ １月５日以降となります｡

来館による後日複写で平成16年中の最終開館日までに受取りをご希望の場合は､

次表に示した日までにお申し込みください｡ 複写の種類と申込みの場所によって日が

異なりますので､ ご注意ください｡

*印は受取り方法が郵送のみで､ 期日までの受付分が年内の発送となります｡
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複写の種類 東京本館 関 西 館
国際子ども
図書館

電子式複写 12/22(水) 12/22(水) 12/18(土)

マイクロフィッシュからの引伸印画 12/22(水) 12/22(水) 12/18(土)

マイクロフィルムからの引伸印画 12/22(水) 12/22(水) 12/18(土)

フィルムからフィルムへのプリント 12/22(水) 12/20(月)* 12/18(土)

フィッシュからフィッシュへのプリント 12/22(水) 12/20(月)* 12/18(土)

撮影によるネガフィルムの作製 12/22(水) 12/20(月)* 12/18(土)

撮影からの引伸印画 12/18(土) 12/16(木)* 12/16(木)

撮影からのポジフィルム作製 12/18(土) 12/16(木)* 12/16(木)

お 知 ら せ 年末年始のサービス休止について



平
成
一
六
年
度
国
立
国
会
図
書
館
長
と
大
学
図
書
館
長
と
の
懇
談
会
に
つ
い
て

平
成
一
六
年
一
〇
月
二
〇
日
、
国
立
国
会
図
書
館

(

東
京
本
館)

に
お
い
て
、
国
公
私
立
大

学
図
書
館
協
力
委
員
会
委
員
館
お
よ
び
関
係
機
関
・
団
体
の
代
表
者
を
招
請
し
、
標
記
懇
談
会

を
実
施
し
た
。

黒
澤
�
雄
国
立
国
会
図
書
館
長
お
よ
び
細
野
公
男
国
公
私
立
大
学
図
書
館
協
力
委
員
会
委
員

長

(

慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長)

か
ら
の
あ
い
さ
つ

(

写
真)

の
後
、
当
館
お

よ
び
大
学
図
書
館
か
ら
各
々
三
題
ず
つ
報
告
を
行
っ
た
。

当
館
か
ら
は
田
屋
裕
之
総
務
部
企
画
・
協
力
課
長
が

｢

国
立
国
会
図
書
館
の
到
達
点
と
新
た

な
挑
戦｣

、
植
月
献
二
同
電
子
情
報
企
画
室
長
が

｢

国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ

イ
ブ
の
構
築
に
向
け
て｣

、
武
藤
寿
行
関
西
館
事
業
部
電
子
図
書
館
課
長
が

｢

電
子
情
報
の
保

存
を
め
ぐ
る
国
際
的
動
向
と
当
館
の
取
組
み
に
つ
い
て｣

と
題
し
、
当
館
の
最
近
の
取
組
み
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

大
学
図
書
館
側
か
ら
は
、
中
元
誠
早
稲
田
大
学
図
書
館
総
務
課
長
が

｢

大
学
図
書
館
に
お
け

る
著
作
権
処
理
に
か
か
わ
る
現
状
と
課
題｣

、
笹
川
郁
夫
東
京
大
学
附
属
図
書
館
事
務
部
長
が

｢

日
韓
Ｉ
Ｌ
Ｌ
／
Ｄ
Ｄ
に
つ
い
て｣

、
大
場
高
志
国
立
情
報
学
研
究
所
開
発
・
事
業
部
コ
ン
テ
ン

ツ
課
長
が

｢

国
立
情
報
学
研
究
所
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
文
献
複
写
等
料
金
相
殺
サ
ー
ビ
ス
の
現
状｣

と
題

し
て
報
告
し
た
。

続
く
懇
談
で
は
、
活
動
評
価
の
あ
り
方
、
電
子
書
籍
の
提
供
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
系
電
子
出
版
物

の
保
存
、
Ｉ
Ｌ
Ｌ

(

図
書
館
間
相
互
協
力
サ
ー
ビ
ス)

に
関
連
す
る
著
作
権
問
題
な
ど
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
っ
た
。
最
後
に
大
滝
則
忠
副
館
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
懇
談
会
を
終
了
し
た
。

(

総
務
部
企
画
・
協
力
課)
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国
立
国
会
図
書
館
は
、
平
成
七
年
に
設
置
し
た

｢

国
立
国
会
図
書
館
に
設
置
す
る
児

童
書
等
の
利
用
に
係
る
施
設
に
関
す
る
調
査
会｣

答
申
に
基
づ
き
国
際
子
ど
も
図
書
館

の
諸
計
画
を
策
定
し
た
。
国
際
子
ど
も
図
書
館
は
、
平
成
一
二
年
の
第
一
期
開
館
、
平

成
一
四
年
の
全
面
開
館
を
経
て
、
子
ど
も
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
第
一
線
に
あ
る
国
内
外
の

図
書
館
と
連
携
・
協
力
を
は
か
り
つ
つ
、
子
ど
も
の
本
と
出
版
文
化
に
関
す
る
広
範
な

調
査
・
研
究
を
支
援
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
き
た
。

し
か
し
、
平
成
七
年
の
調
査
会
答
申
に
示
さ
れ
な
が
ら
、
現
行
施
設
の
ス
ペ
ー
ス
の
狭

小
や
構
造
上
の
制
約
等
か
ら
十
分
展
開
で
き
て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
ま
た
子
ど

も
を
取
り
巻
く
読
書
環
境
に
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
現
行
施
設
の
書
庫
は
平

成
二
四
年
前
後
に
は
満
架
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
間
の
時
代
状
況
の

変
化
を
ふ
ま
え
、
施
設
の
増
設
を
視
野
に
お
い
て
、
今
後
国
際
子
ど
も
図
書
館
が
児
童

書
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
拡
充
し
発
展
さ
せ
る
べ
き
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
方

向
性
に
つ
い
て
外
部
有
識
者
に
調
査
審
議
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年
度
新
た
に
標
記

調
査
会
を
設
置
し
た
。

第
一
回
調
査
会
は
、
平
成
一
六
年
九
月
二
二
日
、
当
館

(

東
京
本
館)
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。
黒
澤
�
雄
国
立
国
会
図
書
館
長
の
あ
い
さ
つ
、
委
員
の
紹
介
の
後
、
会
長

の
互
選
が
行
わ
れ
、
竹
内
�
委
員

(

日
本
図
書
館
協
会
理
事
長)

が
会
長
に
選
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
会
長
代
理
に
は
、
松
居
直
委
員

(

福
音
館
書
店
相
談
役)

が
指
名
さ
れ
た
。

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
図
書
館
奉
仕
の
拡
充
に
関

す
る
調
査
会

委
員
名
簿

(

五
十
音
順)

(

会
長)

竹
内

�

日
本
図
書
館
協
会
理
事
長

(

会
長
代
理)

松
居

直

福
音
館
書
店
相
談
役

(

委
員)

石
井

宗
雄

全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
理
事
長

亀
田

�
子

日
本
国
際
児
童
図
書
評
議
会
会
長

小
峰

紀
雄

日
本
児
童
図
書
出
版
協
会
会
長

佐
々
木
正
峰

国
立
科
学
博
物
館
長

佐
藤

宗
子

千
葉
大
学
教
授

杉
本

卓

千
葉
工
業
大
学
助
教
授

中
多

泰
子

日
本
図
書
館
協
会
児
童
青
少
年
委
員
会

委
員
長

中
村

謙

朝
日
新
聞
社
文
化
部
記
者

中
西

釦
治

ユ
ネ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
理

事
長

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
図
書
館
奉
仕
の
拡
充
に
関
す
る
調
査
会
の
設
置
と

第
一
回
調
査
会
の
開
催
に
つ
い
て
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黒
澤
館
長
か
ら

｢

国
立
国
会
図
書
館
国
際

子
ど
も
図
書
館
が
児
童
書
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
と
し
て
今
後
拡
充
し
発
展
さ
せ
る
べ

き
図
書
館
奉
仕
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
貴
調

査
会
の
意
見
を
求
め
る｣

旨
の
諮
問
が
な
さ

れ
、
休
憩
を
は
さ
み
、
事
務
局
か
ら
諮
問
事

項
に
つ
い
て
補
足
説
明
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

出
席
委
員
全
員
か
ら
、
子
ど
も
と
読
書
を
と

り
ま
く
環
境
変
化
に
つ
い
て
、
広
い
見
地
か

ら
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

調
査
審
議
に
ひ
き
つ
づ
き
、
国
際
子
ど
も

図
書
館
の
図
書
館
奉
仕
の
拡
充
に
関
す
る
調

査
会
規
則
第
四
条
の
規
定
に
も
と
づ
き
作
業

部
会
が
設
置
さ
れ
、
部
会
長
と
し
て
佐
藤
宗
子
委
員

(

千
葉
大
学
教
授)

が
、
部
会
所

属
委
員
と
し
て
中
多
泰
子
委
員

(

日
本
図
書
館
協
会
児
童
青
少
年
委
員
会
委
員
長)

が

会
長
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
。
作
業
部
会
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
調
査
会
委
員
あ
る
い
は

関
連
機
関
の
有
識
者
に
意
見
聴
取
を
行
う
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

今
後
、
同
調
査
会
は
、
作
業
部
会
を
中
心
に
論
点
整
理
を
行
い
、
調
査
会
で
の
調
査

審
議
を
進
め
て
、
平
成
一
六
年
度
内
に
答
申
の
と
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て

い
る
。

(

な
お
、
同
調
査
会
に
つ
い
て
の
詳
細
はh

ttp
:/
/
w
w
w
.k
o
d
o
m
o
.g
o
.jp

を
参
照
。)

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
図
書
館
奉
仕
の
拡
充
に
関
す
る
調
査
会
事
務
局

(

国
際
子
ど
も
図
書
館
企
画
協
力
課)

藤
田

明
博

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官

松
岡

享
子

東
京
子
ど
も
図
書
館
理
事
長

美
馬
の
ゆ
り

日
本
科
学
未
来
館
副
館
長

(

作
業
部
会
長)

佐
藤

宗
子

(

作
業
部
会
委
員)

中
多

泰
子

あいさつする竹内会長 (写真中央)

第一回調査会での調査審議
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第
五
回
書
誌
調
整
連
絡
会
議｣

を
平
成
一
六
年
九
月
八
日
に
国

立
国
会
図
書
館

(

東
京
本
館)
に
お
い
て
開
催
し
た
。
こ
の
会
議
は
、

書
誌
デ
ー
タ
の
作
成
お
よ
び
提
供
に
関
す
る
諸
事
項
に
つ
い
て
関
係

機
関
と
協
議
を
行
い
、
国
内
の
書
誌
調
整
お
よ
び
書
誌
デ
ー
タ
の
標

準
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
は

｢

件
名
標

目
の
現
状
と
将
来
―
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
に
お
け
る
主
題
ア
ク
セ
ス｣

と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
件
名
標
目
の

可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

参
加
者
は
、
関
連
諸
機
関
の
担
当
者
お
よ
び
研
究
者
七
名
、
当
館

職
員
七
名
の
計
一
四
名
で
あ
っ
た

(

下
表)

。

会
議
は
、
冒
頭
、
村
上
正
志
書
誌
部
長
が
開
会
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、

坂
本
博
書
誌
調
整
課
長
の
司
会
で
進
行
し
た
。
前
半
は
、
上
田
修
一

慶
應
義
塾
大
学
教
授
の
基
調
講
演
に
続
き
、
当
館
か
ら
国
立
国
会
図

書
館
件
名
標
目
表

(

以
下
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ)

改
訂
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ

た
。
後
半
は
、
国
内
の
主
要
な
書
誌
作
成
機
関
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
機

関
に
お
け
る
件
名
標
目
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
そ

の
後
参
加
者
全
員
に
よ
る
討
議
が
行
わ
れ
た
。

524号／2004⑪国立国会図書館月報 ― 16―

第５回書誌調整連絡会議 参加者

上田 修一 慶應義塾大学文学部教授

大場 高志 国立情報学研究所

神門 典子 国立情報学研究所ソフトウェア研究系

ソフトウェア工学研究部門教授

柴田 正美 帝塚山大学心理福祉学部教授､

日本図書館協会件名標目委員長

白石英理子 東京都立中央図書館

松木 暢子 株式会社図書館流通センター

百足山昌子 株式会社日販図書館サービス

(以上敬称略､ 五十音順)

(国立国会図書館)

村上 正志 書誌部長

西田 元子 書誌部主任司書

坂本 博 書誌部書誌調整課長
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【
基
調
講
演
】

件
名
標
目
表
の
可
能
性
―
目
録
と
ウ
ェ
ブ
の
主
題
ア
ク
セ
ス
ツ
ー
ル

と
な
り
う
る
か

上
田
修
一

(

慶
應
義
塾
大
学
教
授)

件
名
標
目
表
は
、
国
立
国
会
図
書
館

(

以
下
Ｎ
Ｄ
Ｌ)

し
か
取
り

上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
件
名
標
目
の
改
訂
に
つ
い

て
は
、
停
滞
し
た
時
期
も
あ
っ
た
と
思
う
が
、
今
年
度
作
業
を
開
始

し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
喜
ば
し
い
。

①
件
名
標
目
の
現
状

大
学
、
都
道
府
県
立
お
よ
び
市
町
村
立
図
書
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
目

録
に
お
い
て
、
件
名
検
索
の
項
目
が
あ
る
の
は
約
九
〇
％
で
あ
る
。

独
自
に
件
名
標
目
の
付
与
作
業
を
し
て
い
る
の
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
、
一
部

の
公
共
・
大
学
図
書
館
、
民
間
の
専
門
業
者
で
あ
る
。
独
自
の
付
与

作
業
を
行
っ
て
い
な
い
図
書
館
で
は
、
ど
の
件
名
標
目
表
を
使
用
し

て
い
る
の
か
、
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
国
立
情
報
学
研
究
所

の
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ－

Ｃ
Ａ
Ｔ
参
加
館
に
お
け
る
書
誌
レ
コ
ー
ド
に
は
、

Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
・
基
本
件
名
標
目
表

(

以
下
Ｂ
Ｓ
Ｈ)

・
米
国
議
会
図

書
館(

以
下
Ｌ
Ｃ)

件
名
標
目
表(

以
下
Ｌ
Ｃ
Ｓ
Ｈ)

か
ら
の
件
名
標
目

が
混
在
し
て
い
る
。

②
件
名
標
目
表
の
概
況

件
名
標
目
表
は
辞
書
体
目
録

(

カ
ー
ド
目
録)

を
前
提
と
し
生
ま

れ
た
が
、
日
本
の
場
合
、
書
名
目
録
が
件
名
目
録
の
代
わ
り
を
す
る
と

い
う
説
が
あ
り
、
件
名
目
録
は
ほ
と
ん
ど
作
成
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

③
目
録
の
変
化
と
件
名
標
目
表

オ
ン
ラ
イ
ン
目
録
の
普
及
が
も
た
ら
し
た
変
化
は
、
目
録
利
用
者

と
主
題
探
索
の
増
加
で
あ
る
が
、
利
用
者
は
主
題
探
索
に
失
敗
す
る

こ
と
が
多
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
件
名
標
目
表
が

非
力
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
件
名
に
よ
る
探
索
改
善
の
試
み

と
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ

(

注
１)

や
ベ
イ
ツ
の
提
言

(

注
２)

、
三
次
元

あ
る
い
は
視
覚
に
訴
え
る
語
彙
表
示
等
が
あ
る
。

注
１

F
a
ceted

A
p
p
lica

tio
n

o
f

S
u

b
ject

T
erm

in
o
lo

g
y

の
略
。
ウ
ェ
ブ
上

の
資
源
を
、
件
名
か
ら
検
索
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
索
引
語
の
体

系
。
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
Ｌ
Ｃ
Ｓ
Ｈ
を
ベ
ー
ス
に
開
発
さ
れ
て
い
る
。

注
２

Ｌ
Ｃ
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
のM

a
rcia

J
.

B
a
tes

が
報
告
し
た
レ
ポ
ー
ト

｢

図
書
館
目
録
と
ポ
ー
タ
ル
情
報
に
お
け
る
利
用
者
ア
ク
セ

ス
の
向
上｣

(

最
終
報
告
は
二
〇
〇
三
年
六
月)

。
主
題
検
索
の
困
難
解
消
に
、
利
用

者
語
彙
の
構
築
や
関
連
す
る
書
誌
レ
コ
ー
ド
の
グ
ル
ー
プ
化
等
を
提
言
。

④
件
名
標
目
表
の
論
点

件
名
標
目
表
は
ど
こ
が
作
成
維
持
す
べ
き
か
。
学
校
図
書
館
向
け

な
ど
の
簡
易
版
は
必
要
か
。
国
内
で
Ｌ
Ｃ
Ｓ
Ｈ
の
翻
訳
を
用
い
る
べ

き
か
。
細
目
は
必
要
か
。
階
層
構
造
は
必
要
か
。
ウ
ェ
ブ
に
応
用
で

き
る
か
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
も
件
名
を
付
与
す
べ
き
か
。

⑤
今
後

Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
の
課
題
と
し
て
は
、
語
彙
の
増
加

(

一
〇
万
語
程
度)

、

新
語
の
迅
速
な
追
加
、
類
義
語
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
件
名
標
目
の
配

布
シ
ス
テ
ム
の
検
討
等
が
あ
る
と
思
う
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
、
主
題
に
対
す

る
関
心
と
取
り
組
み
を
明
示
し
、
最
新
の
状
況
に
対
応
し
て
い
く
と

い
う
姿
勢
を
見
せ
て
欲
し
い
。
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【
報
告

(

一)

当
館
か
ら
の
報
告
】

①
国
立
国
会
図
書
館
件
名
標
目
表
の
問
題
点
と
将
来

大
柴
忠
彦

当
館
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
第
一
版
を
昭
和
三
九
年
に
刊
行
し
、
平
成

三
年
の
第
五
版
ま
で
版
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
後
は
改
訂
版
を
刊
行

し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
今
年

(

平
成
一
六
年)

、
改
訂
版
の
公
開
へ

向
け
て
作
業
に
着
手
し
た
。

Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
が
目
指
す
目
標
は
、
二
つ
あ
る
。

・
汎
用
化
・
標
準
化
―
当
館
に
お
け
る
適
用
対
象
資
料
の
拡
大
の

検
討
、
さ
ら
に
将
来
的
に
は
、
共
同
作
成
の
方
向
性
を
探
る
必

要
が
あ
る
。

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
資
源
へ
の
適
用
―
主
題
ア
ク
セ
ス
ツ
ー
ル

の
一
つ
と
し
て
、
適
用
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

今
回
の
改
訂
は
、
様
々
な
主
題
ア
ク
セ
ス
の
仕
組
み
を
実
現
す
る

た
め
の
、
基
礎
と
な
る
ツ
ー
ル
を
構
築
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

②
国
立
国
会
図
書
館
件
名
標
目
表
の
改
訂
に
つ
い
て

白
石
郁
子

Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
の
改
訂
作
業
に
は
、
四
つ
の
大
き
な
方
針
を
掲
げ
た
。

・
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
の
シ
ソ
ー
ラ
ス
化
―
従
来
行
っ
て
い
な
か
っ
た

｢

を
も
見
よ｣

参
照
を
導
入
。

・
語
彙
の
増
大
―
積
極
的
な
件
名
新
設
、
参
照
語
の
充
実
、
細
目

の
見
直
し
。

・
汎
用
性
の
確
保
―
よ
り
適
切
な
用
語
の
採
用
、
Ｂ
Ｓ
Ｈ
と
の
調

整
、
対
応
す
る
Ｌ
Ｃ
Ｓ
Ｈ
の
入
力
。

・
ル
ー
ル
の
明
示
―
ス
コ
ー
プ
ノ
ー
ト

(

限
定
注
記)

の
充
実
、

序
説
の
改
訂
。
将
来
的
に
は
当
館
内
部
で
使
用
し
て
い
る
件
名

作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
公
開
も
予
定
。

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
す

る
た
め
、
二
〇
〇
四
年
度
版

(

暫
定
版)

を
今
年
一
〇
月
に
公
開
す

る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
、
よ
み
の
五
十
音
順
に
排
列
し
た
表
と
、

日
本
十
進
分
類
法

(

Ｎ
Ｄ
Ｃ)

新
訂
九
版
の
代
表
分
類
順
に
排
列
し

た
表
か
ら
な
る
。

【
報
告

(

二)

関
連
諸
機
関
の
担
当
者
、
研
究
者
の
報
告
】

件
名
標
目
に
関
わ
っ
て
い
る
諸
機
関
の
担
当
者
お
よ
び
研
究
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の
現
状
や
研
究
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

①
基
本
件
名
標
目
表
の
こ
れ
か
ら

柴
田
正
美

(

帝
塚
山
大
学
教
授
、
日
本
図
書
館

協
会
件
名
標
目
委
員
長)

②F
a
cets

o
n
th
e
W
E
B

―
検
索
Ｇ
Ｕ
Ｉ
に
お
け
る
統
制
語
彙
の

新
た
な
役
割
と
国
立
情
報
学
研
究
所
メ
タ
デ
ー
タ
語
彙
集
に
お
け
る

マ
ル
チ
フ
ァ
セ
ッ
ト
統
制
語
彙
の
試
み

神
門
典
子

(

国
立
情
報
学
研
究
所
教
授)

③
Ｔ
Ｒ
Ｃ
に
お
け
る
件
名
標
目

松
木
暢
子

(

株
式
会
社
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー)
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【
討
議
】

討
議
は
大
柴
国
内
図
書
課
課
長
補
佐
の
進
行
に
よ
り
各
機
関
の
実

情
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
改
訂
に
対
す
る
要
望
、
意
見
を
求
め
る
形
で
進
め

ら
れ
た
。
お
も
な
論
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
改
訂
に
つ
い
て

語
彙
の
増
加
、
新
主
題
に
対
す
る
迅
速
な
件
名
新
設
等
は
望
ま
し

い
。
図
書
館
等
に
対
し
て
は
、
改
訂
に
と
も
な
う
変
更
履
歴
情
報
の

提
供
も
必
要
で
あ
る
。

②
国
内
の
件
名
標
目
表
の
関
連
付
け

国
内
の
図
書
館
が
利
用
し
て
い
る
目
録
の
な
か
で
は
、
Ｂ
Ｓ
Ｈ
、

Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
等
の
件
名
標
目
表
が
混
在
し
、
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。

国
立
国
会
図
書
館
が
、
積
極
的
に
そ
れ
ら
の
関
連
付
け
を
行
う
こ
と

を
期
待
す
る
。

③
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
機
能

G
o
o
g

le

な
ど
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
な
じ
ん
で
い
る
利
用
者
を
誘

導
す
る
た
め
、
件
名
を
意
識
さ
せ
な
い
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
開
発

が
課
題
で
あ
る
。
ま
た
ウ
ェ
ブ
上
で
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
も
重
要
な
要

素
で
あ
る
。

④
国
立
国
会
図
書
館
電
子
図
書
館
中
期
計
画
二
〇
〇
四

当
館
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
政
府
情
報
資
源
の
収
集
組
織
化
に

お
い
て
、
主
題
分
析
を
半
自
動
的
に
行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

メ
タ
デ
ー
タ
作
成
の
技
術
支
援
を
行
う
べ
く
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
で
公
開
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

【
ま
と
め
】

今
回
の
会
議
を
通
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
に
配
慮
し
た
件
名

標
目
の
将
来
展
望
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ

の
改
訂
版
と
と
も
に
件
名
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
利
用
者
の
主
題
情
報
検

索
の
支
援
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
資
源
の
メ
タ

デ
ー
タ
付
与
を
容
易
に
し
、
ウ
ェ
ブ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
に
寄
与
す

る
と
い
う
成
果
も
期
待
で
き
る
。

な
お
、
会
議
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
記
録
集
を
作
成
し
刊

行
す
る
予
定
で
あ
る
。

(

書
誌
部
書
誌
調
整
課)
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平平平平平平
成成成成成成
一一一一一一
六六六六六六
年年年年年年
度度度度度度
資資資資資資
料料料料料料
電電電電電電
子子子子子子
化化化化化化
研研研研研研
修修修修修修

――――――
画画画画画画
像像像像像像
のののののの
効効効効効効
果果果果果果
的的的的的的
なななななな
提提提提提提
供供供供供供
にににににに
重重重重重重
点点点点点点
をををををを
置置置置置置
いいいいいい
てててててて
――――――

一

は
じ
め
に

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
国
内
の
図
書
館
員
を
対
象
と
し
た
研
修

(

注)

の
一
つ
と
し
て
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
資
料
電
子
化
研
修
を

実
施
し
て
い
る
。
こ
の
研
修
は
、
所
蔵
資
料
の
電
子
化
に
つ
い
て
、

電
子
化
の
方
法
お
よ
び
電
子
化
に
関
す
る
課
題
と
解
決
へ
の
考
え
方

を
示
す
こ
と
で
、
受
講
生
の
属
す
る
各
館
で
の
電
子
化
事
業
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的
に
開
始
し
た
。

｢

資
料
電
子
化｣

と
い
っ
て
も
、
電
子
化
す
る
対
象
は
貴
重
書
か

最
新
の
刊
行
物
か
、
提
供
す
る
形
態
は
画
像
か
テ
キ
ス
ト
か
、
な
ど

内
容
や
方
法
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
こ
こ
で
は
、
九
月
に
実
施
し
た

資
料
電
子
化
研
修
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

二

今
年
度
の
構
成

資
料
電
子
化
研
修
は
今
回
が
二
回
目
で
、
平
成
一
六
年
九
月
一
六

日
、
一
七
日
に
、
関
西
館
で
実
施
し
た
。
対
象
者
は
、
公
共
図
書
館
、

大
学
図
書
館
等
で
資
料
電
子
化
を
担
当
す
る
者
ま
た
は
今
後
担
当
す

る
者
と
し
、
今
回
は
公
共
図
書
館
と
大
学
図
書
館
の
双
方
か
ら
、

二
五
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
前
回
同
様
、
古
い
資
料
を
画
像
と
し
て

電
子
化
・
提
供
し
て
い
く
際
に
必
要
な
知
識
や
、
直
面
す
る
課
題
と

そ
の
解
決
策
を
示
す
内
容
で
、

科
目
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

今
回
の
研
修
で
は
、
電
子

化
画
像
の
作
製
だ
け
で
な
く
、

画
像
を
効
果
的
に
提
供
す
る

点
も
重
視
し
て
講
義
科
目
を

構
成
す
る
と
と
も
に
、
研
修

の
締
め
く
く
り
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
新
設
し
た
。

電
子
化
し
た
資
料
の
効
果

的
な
提
供
に
関
し
て
は
、

｢

画
像
デ
ー
タ
提
供
の
た
め

の
必
要
事
項｣

、｢

ｗ
ｅ
ｂ
デ

ザ
イ
ン｣

の
二
科
目
を
新
設

し
た
。
い
ず
れ
も
、
昨
年
度

の
講
義
内
容
を
も
と
に
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
者
は
、
作
製

し
た
画
像
デ
ー
タ
の
管
理
・
提
供
に
必
要
な
技
術
・
知
識
を
説
明
す

る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

の
点
か
ら
、
誰
も
が
使
い
や
す
く
、
見
や
す
い
サ
イ
ト
作
製
の
注
意

点
を
紹
介
す
る
科
目
で
あ
る
。
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表 平成16年度資料電子化研修 科目一覧

科目 時間数

資料電子化の経緯と現状 1.5時間

近代デジタルライブラリー構築のプロセス ２時間

画像データ作製の基礎知識：電子展示会
を事例として

２時間

画像データ提供のための必要事項 1.5時間

web デザイン 1.5時間

ワークショップ：図書館 HP の評価およ
び改善プラン

３時間



ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
新
設
し
た
理
由
は
二
つ
あ
る
。
第
一
は
、
知

識
を
受
け
取
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
積
極
的
に
活
用
す
る
能
力
を

習
得
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
短
い
研
修
期
間
の

中
で
、
そ
の
成
果
が
確
実
に
身
に
付
く
よ
う
、
内
容
を
再
確
認
す
る

場
を
設
け
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
鍵
と
な
る

｢

効
果
的
な
提
供｣
の
視
点
を
早
く
か
ら
意
識
で
き
る
よ
う
、
事
前

課
題
を
設
け
た
。
内
容
は
、
使
い
勝
手

(

ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
、
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ)

を
中
心
に
、
電
子
化
し
た
資
料
を
公
開
す
る
図
書

館
の
サ
イ
ト
を
評
価
す
る
作
業
で
あ
る
。

三

各
科
目
の
概
要

(

一)

資
料
電
子
化
の
概

要
に
関
す
る
科
目

｢

資
料
電
子
化
の
経
緯
と

現
状｣

・｢

近
代
デ
ジ
タ
ル

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
構
築
の
プ

ロ
セ
ス｣

当
館
関
西
館
事
業
部
電

子
図
書
館
課
職
員
が
講
師

と
な
り
、
電
子
化
事
業
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背

景
と
、
事
業
遂
行
の
具
体

的
な
プ
ロ
セ
ス
を
概
観
し
た
。

｢

資
料
電
子
化
の
経
緯
と
現
状｣

(

写
真)

で
は
、
概
論
と
し
て
、

電
子
図
書
館
を
推
進
す
る
動
き
の
中
で
資
料
電
子
化
事
業
が
占
め
る

位
置
を
説
明
し
、
電
子
化
事
業
の
流
れ
を
整
理
し
て
示
し
た
。
さ
ら

に
国
内
外
の
電
子
化
事
業
の
例
を
紹
介
し
、
電
子
情
報
保
存
な
ど
の

課
題
に
も
言
及
し
た
。

｢

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
構
築
の
プ
ロ
セ
ス｣

で
は
、
資

料
電
子
化
事
業
の
流
れ
を
、
当
館
の｢

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

事
業
を
例
に
、
企
画
、
事
前
作
業
、
著
作
権
処
理
、
電
子
化
作
業
、

公
開
の
準
備
、
公
開
後
の
運
営
ま
で
、
事
業
遂
行
に
あ
た
っ
て
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
点
に
重
点
を
置
い
て
説
明
し
た
。

(

二)

電
子
化
と
、
デ
ー
タ
の
提
供
に
必
要
な
基
礎
知
識
の
科
目

｢

画
像
デ
ー
タ
作
製
の
基
礎
知
識｣

・｢

画
像
デ
ー
タ
提
供
の
た
め

の
必
要
事
項｣

・｢

ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン｣

広
く
一
般
的
に
必
要
と
な
る
基
礎
的
事
項
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、

当
館
で
行
っ
て
い
る
貴
重
資
料
の
電
子
化
や
、
電
子
展
示
会
か
ら
具

体
例
を
示
し
て
、
実
務
的
な
説
明
を
行
っ
た
。
最
初
の
二
科
目
は
、

当
館
電
子
図
書
館
課
職
員
が
講
師
を
担
当
し
た
。

｢

画
像
デ
ー
タ
作
製
の
基
礎
知
識｣

で
は
、
資
料
撮
影
の
方
法
、

画
像
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
、
ビ
ュ
ー
ア
の
選
定
等
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な

知
識
と
選
択
の
際
の
注
意
点
を
述
べ
、
様
々
な
技
術
の
長
短
に
つ
い

て
説
明
し
た
。
フ
ィ
ル
ム
の
規
格
の
説
明
で
は
実
物
を
提
示
し
、
画

像
加
工
の
説
明
で
は
加
工
を
実
演
し
て
、
視
覚
的
に
理
解
で
き
る
説

明
を
行
っ
た
。
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｢

画
像
デ
ー
タ
提
供
の
た
め
の
必
要
事
項｣

で
は
、
画
像
の
管
理
・

提
供
と
メ
タ
デ
ー
タ
の
付
与
等
に
関
し
て
注
意
点
を
説
明
し
た
。
電

子
化
に
よ
り
作
製
し
た
画
像
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
作
成
や
目
次
・
本
文
の
テ
キ
ス
ト
化
な
ど
、
多
様
な
作
業

が
必
要
に
な
る
こ
と
を
、
当
館
事
業
を
例
に
挙
げ
て
説
明
し
た
。

｢

ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン｣

で
は
、
利
用
者
に
使
い
や
す
い
サ
イ
ト
を

構
築
す
る
た
め
の
工
夫
を
紹
介
し
た
。
野
田
純
生
ア
ル
フ
ァ
サ
ー
ド

有
限
会
社
代
表
を
講
師
と
し
て
、
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
、
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
の
向
上
の
た
め
の
注
意
点
を
説
明
し
た
。
視
覚
障
害
者
の
用

い
る
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
の
実
演
等
を
交
え
て
、
講
師
自
身
の
経
験
に

も
触
れ
つ
つ
、
サ
イ
ト
閲
覧
者
側
の
視
点
に
立
ち
、
使
い
や
す
い
サ

イ
ト
、
見
や
す
い
サ
イ
ト
を
作
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
。

(

三)
｢

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
―
図
書
館
Ｈ
Ｐ
の
評
価
お
よ
び
改
善
プ

ラ
ン｣

研
修
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
受

講
者
は
五
班
に
分
か
れ
、
ま
ず
班
内
で
討
議
し
、
続
い
て
各
班
の
代

表
者
が
、
討
議
の
結
果
を
全
体
に
発
表
し
た
。

班
内
の
討
議
で
は
、
ま
ず
各
自
が
、
事
前
課
題
で
評
価
し
た
サ
イ

ト
と
、
評
価
の
内
容
を
報
告
し
た
。
次
に
、
各
班
で
一
つ
の
サ
イ
ト

を
選
び
、
講
義
で
得
た
知
識
も
使
い
な
が
ら
、
画
像
提
供
、
ユ
ー
ザ

ビ
リ
テ
ィ
お
よ
び
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
再
度
評
価
を
行

い
、
問
題
と
思
わ
れ
る
点
の
改
善
案
を
検
討
し
た
。

発
表
で
は
、
各
班
の
代
表
者
が
、
各
班
で
評
価
対
象
に
選
ん
だ
サ

イ
ト
を
提
示
し
な
が
ら
、
評
価
の
内
容
と
改
善
案
と
を
報
告
し
た
。

各
班
の
発
表
後
に
は
、
研
修
講
師
が
講
評
を
加
え
、
知
識
を
再
確
認

す
る
場
と
な
っ
た
。
あ
え
て
受
講
者
自
身
の
担
当
す
る
サ
イ
ト
を
取

り
上
げ
、
今
後
に
生
か
す
た
め
批
判
・
助
言
を
求
め
た
例
も
あ
り
、

積
極
的
な
参
加
が
み
ら
れ
た
。

四

お
わ
り
に

研
修
終
了
時
に
行
っ
た
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
大
変
参
考
に

な
っ
た
、
自
分
で
得
た
情
報
・
知
識
の
整
理
が
で
き
た
、
欠
け
て
い

た
知
識
を
補
充
で
き
た
、
業
務
に
役
立
つ
、
と
い
っ
た
評
価
が
目
立
っ

た
。
す
で
に
資
料
電
子
化
業
務
を
担
当
さ
れ
て
い
る
方
だ
け
で
な
く
、

受
講
者
の
六
割
を
占
め
る
、
こ
れ
か
ら
担
当
さ
れ
る
予
定
の
方
か
ら

も
高
い
評
価
を
頂
い
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
内
の
図

書
館
員
を
対
象
と
す
る
研
修
で
は
初
め
て
実
施
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
つ
い
て
も
、
時
間
が
短
い
と
の
意
見
は
あ
っ
た
も
の
の
、
各
館

の
電
子
化
の
状
況
が
わ
か
り
刺
激
に
な
っ
た
等
、
お
お
む
ね
好
評
で

あ
っ
た
。

電
子
図
書
館
に
関
す
る
研
修
と
し
て
は
、
今
回
の
内
容
を
核
と
し

た
資
料
電
子
化
研
修
を
、
頂
い
た
ご
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
継

続
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(
注)
当
館
で
行
う
研
修
事
業
一
般
に
関
し
て
は
、｢

図
書
館
員
を
対
象
と

し
た
研
修
事
業
の
概
要
に
つ
い
て｣

(

本
誌
五
一
九
号)

を
参
照
。

(

関
西
館
事
業
部
図
書
館
協
力
課)
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�
�

�
�

お
も
な
人
事

―
外
国
の
図
書
館
へ
の
職
員
の
派
遣
―

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
同
セ
ン
タ
ー
日
本
関
係
資
料
の

収
集
、
整
理
、
管
理
の
た
め
、
当
館
職
員
大
柴
忠
彦

を
平
成
十
六
年
九
月
十
五
日
か
ら
二
年
間
の
予
定
で

派
遣
し
た
。

―
外
国
の
図
書
館
へ
派
遣
し
て
い
た
職
員
の
復
帰
―

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
同
セ
ン
タ
ー
日
本
関
係
資

料
の
収
集
、
整
理
、
管
理
の
た
め
派
遣
し
て
い
た
当

館
職
員
永
野
祐
子
は
、
任
務
を
終
了
し
平
成
十
六
年

十
月
一
日
、
職
務
に
復
帰
し
た
。

―
平
成
十
六
年
秋
の
叙
勲
―

元
職
員
に
対
し
左
記
の
と
お
り
叙
勲
が
あ
っ
た

記

(

元
専
門
調
査
員)

金
中

利
和

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

(

元
参
事)

上
�

健
司

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

(

元
調
査
員)

枌
谷

和
治

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

(

元
司
書)

安
田

健

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

(

元
司
書)

山
口

義
一

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

以
上
平
成
十
六
年
十
一
月
三
日
付
け

―
職
員
の
採
用
―

(

配
置
部
局
課)

調
査
及
び
立
法
考
査
局

調
査
員

長
末

亮

同

同

鳳

佳
世
子

書
誌
部

司

書

遠
山

泰
啓

資
料
提
供
部

同

大
友

敏
之

同

同

齊
藤
真
生
子

同

同

奥
野

諒
子

同

同

志
賀

雅
彦

同

同

平
井

梨
絵

主
題
情
報
部

同

東
川

梓

同

同

吉
家
あ
か
ね

同

同

菱
田

倫
子

同

同

齋
藤
あ
ず
さ

同

同

小
針

泰
介

同

同

藤
沢

宗
輝

関
西
館

同

本
田

伸
彰

同

同

湯
野

基
生

同

同

坪
井

伸
樹

以
上
平
成
十
六
年
十
月
一
日
付
け

な
お
、
前
記
の
職
員
は
、
研
修
を
受
け
た
後
、
平

成
十
六
年
十
月
六
日
ま
で
に
前
記
部
局
に
配
属
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

全
国
書
誌
通
信

第
一
一
九
号

Ａ
４

三
〇
頁

書
誌
部
の
当
面
の
目
標
に
つ
い
て

(

村
上

正
志)

／
国
内
刊
行
洋
図
書
適
用
細
則
／
第
五
回
書
誌
調
整

連
絡
会
議
／
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
暫
定
版
の
公
開
お
よ
び
意

見
募
集
の
お
知
ら
せ

不
定
期
刊

四
二
〇
円

(

日)

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

第
六
四
五
号

Ａ
４

九
二
頁

東
シ
ベ
リ
ア
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
と
我
が
国

の
取
り
組
み
／
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
不
良
債
権
処
理
策

／
公
的
機
関
が
関
与
し
た
企
業
再
生
支
援
／
観
光
立

国
に
向
け
て月

刊

税
・
送
料
込
み

八
三
二
円

(

有)

524号／2004⑪ 国立国会図書館月報― 23―

国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

東
京
都
中
央
区
新
川
一

一
一

一
四

(

日)

日
本
図
書
館
協
会(

〒104
-0033

)

〇
三(

三
五
二
三)

〇
八
一
二

東
京
都
品
川
区
南
品
川
六

二

一
〇

(

有)

有
隣
堂
印
刷
㈱(

〒140
-0004

)

〇
三(

五
四
七
九)

八
七
二
一

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。



ト
ー
ダ
ン
１
０
０
年
の
あ
ゆ
み

｢
ト
ー
ダ

ン
１
０
０
年
の
あ
ゆ
み｣

編
集
委
員
会
編

ト
ー
ダ
ン
刊

(

〒
114-
0012

北
区
田
端
新
町
二
‐
二
八
‐

三)

二
〇
〇
三
・
六

一
八
八
頁

Ａ
４

(D
H

22-H
119)

本
書
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
企
画
・
製
造
・
販
売
、

う
ち
わ
、
扇
子
の
企
画
・
販
売
を
業
と
す
る
㈱
ト
ー

ダ
ン
の
社
史
で
あ
る
。

同
社
は
、
も
と
も
と
東
京
団
扇
合
名
会
社
と
し
て

創
業
し
、
そ
の
後
、
㈱
東
団
と
社
名
変
更
し
、
現
在

の
ト
ー
ダ
ン
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
う

ち
わ
等
の
需
要
が
扇
風
機
や
ク
ー
ラ
ー
の
出
現
に
よ

り
減
少
し
、
業
務
の
主
体
が
カ
レ
ン
ダ
ー
に
移
行
し

た
と
い
う
事
情
の
下
に
、
社
名
か
ら
も

｢

団
扇｣

と

い
う
文
字
が
消
え
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
の

よ
う
で
あ
る

(

本
書
二
頁)

。

本
書
は
、
次
の
五
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
１
章

創
業
時
代

１
９
０
３
〜
１
９
５
３

明

治
創
業
か
ら
昭
和
・
戦
後
復
興
へ
の
半
世
紀

第
２
章

海
外
で
の
足
跡

１
９
３
０
〜
１
９
７
３

中
国
貿
易
に
始
ま
る
海
外
戦
略

第
３
章

業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し

て

１
９
６
０
〜
２
０
０
３

ト
ー
ダ
ン
カ
レ
ン

ダ
ー
の
変
遷

第
４
章

ト
ー
ダ
ン
・
シ
ス
テ
ム

２
０
０
３

第
５
章

資
料
編

扇
子
・
団
扇
・
カ
レ
ン
ダ
ー
の

歴
史
／
ト
ー
ダ
ン
１
０
０
年
の
軌
跡

第
２
章
の
海
外
戦
略
に
お
い
て
は
、
中
国
、
香
港
、

ベ
ト
ナ
ム
等
へ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
等
の
輸
出
の
契
機
と

そ
の
後
の
発
展
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
米
国
の
カ
レ
ン
ダ
ー
業
界
の
視
察
報
告

(

当
時
の
業
界
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
座
談
会
の
転
載)

は
、
社
史
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、

興
味
深
い
読
み
物
と
な
っ
て
い
る

(

七
八
頁
〜
九
九

頁)

。第
５
章
の
資
料
編
に
は
、｢
扇
子
・
団
扇
の
歴
史｣

と
題
し
て
簡
単
な
解
説
が
あ
る
ほ
か
、
様
々
な
種
類

の
扇
子
・
う
ち
わ
が
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介
さ
れ
て
い

る

(

一
五
〇
頁
〜
一
六
一
頁)

の
で
、
体
系
的
と
は

い
か
な
い
ま
で
も
、
扇
子
・
う
ち
わ
の
歴
史
的
変
遷
、

そ
れ
ら
の
様
々
な
用
途
な
ど
の
知
識
が
得
ら
れ
る
と

思
わ
れ
る
。

同
じ
く
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
歴
史
に
お
い
て
も
、
日

本
へ
の
暦
の
伝
来
か
ら
現
代
の
月
め
く
り
型
カ
レ
ン

ダ
ー
に
至
る
ま
で
の
変
遷
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
さ

ら
に
、
同
社
が
手
が
け
た
昭
和
三
〇
年
代
以
降
の
カ

レ
ン
ダ
ー
の
図
柄
か
ら
は
、
こ
れ
ら
に
懐
か
し
さ
を

覚
え
る
人
も
い
る
で
あ
ろ
う

(

一
六
二
頁
〜
一
八
二

頁)

。本
書
は
、｢

あ
と
が
き｣

に
も
あ
る
と
お
り
、｢

あ

ま
り
堅
苦
し
く
な
く
、
で
き
る
だ
け
楽
し
ん
で
見
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
決
め
、
写

真
な
ど
を
多
く
取
り
入
れ
た｣

と
い
う
こ
と
で
、
美

し
い
色
彩
が
楽
し
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

現
・
社
長
の｢

個
人
的
な
色
彩
が
濃
く
な
っ
て
し
ま
っ

た｣

と
あ
る
の
は
、
現
・
社
長
お
よ
び
先
代
の
海
外

出
張
等
の
様
子
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

す
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、
扇
子
、
う
ち

わ
と
い
っ
た
身
近
に
あ
る
商
品
の
変
遷
を
簡
単
に
知

る
の
に
役
立
つ
と
い
う
点
は
、
こ
の
よ
う
な
社
史
の

面
白
さ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

(

網あ
み

野の

光み
つ

明あ
き)
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国立国会図書館は､ 法律

によって定められた納本

制度により､ 日本国内の

出版物を広く収集してい

ます｡ このコーナーでは､

主として取次店を通さな

い国内出版物を取り上げ

て､ ご紹介します｡



第
八
回
日
韓
業
務
交
流
の
終
了
に
つ
い
て

平
成
一
六
年
一
〇
月
一
一
日
か
ら
一
八
日
ま
で
、

当
館
代
表
団
が
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
を
訪
問
し
、

第
八
回
日
韓
業
務
交
流
を
行
っ
た
。
今
回
の
代
表

団
は
戸
澤
幾
子
総
務
部
支
部
図
書
館
課
長
を
団
長

と
し
、
遊
佐
啓
之
総
務
部
企
画
・
協
力
課
課
長
補

佐
、
河
合
美
穂
関
西
館
事
業
部
電
子
図
書
館
課
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
情
報
係
長
の
計
三
名
で
あ
る
。

業
務
交
流
は
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を

｢
国
立
図
書

館
の
将
来｣

、
サ
ブ
テ
ー
マ
を

｢

デ
ジ
タ
ル
情
報

資
源
の
収
集
と
保
存｣

と
し
て
、
当
館
か
ら
は

｢

国
立
国
会
図
書
館
の
現
在
と
未
来｣

と
題
す
る

基
調
報
告
と
、｢

将
来
を
展
望
し
た
国
立
国
会
図

書
館
の
運
営
―『

国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン

二
○
○
四』

の
策
定
と
評
価
制
度
の
導
入
―｣

、

｢

国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー

カ
イ
ブ
構
築
の
今
後
の
取
り
組
み｣

の
二
件
の
テ
ー

マ
発
表
、
韓
国
側
か
ら
は

｢

知
識
情
報
化
時
代
に

お
け
る
国
立
中
央
図
書
館
の
将
来
構
想｣

と
題
す

る
基
調
報
告
と
、｢

オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ジ
タ
ル
資
源

の
収
集
及
び
保
存
管
理｣

と
題
す
る
テ
ー
マ
発
表

が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
代
表
団
は
、
韓
国
国
会
図
書
館
、
ソ
ウ

ル
大
学
中
央
図
書
館
、
同
・
奎
章
閣
、
仁
荷
大
学

中
央
図
書
館
を
訪
問
、
見
学
し
、
同
国
の
図
書
館

関
係
者
と
交
流
を
深
め
た
。

詳
細
な
記
録
が
本
誌
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

二
〇
〇
四
年
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
と
メ
タ
デ
ー

タ
の
応
用
に
関
す
る
国
際
会
議

平
成
一
六
年
一
〇
月
一
〇
日
か
ら
一
四
日
ま
で
、

標
記
会
議
が
中
国
上
海
で
開
催
さ
れ
た
。
当
館
か

ら
は
坂
本
博
書
誌
部
書
誌
調
整
課
長
が
参
加
し
た
。

交
通
安
全
に
対
す
る
表
彰

平
成
一
六
年
一
○
月
二
一
日
、
総
務
部
会
計
課

自
動
車
係
長
の
豊
田
康
彦
参
事
が
、
今
井
敬
財
団

法
人
全
日
本
交
通
安
全
協
会
会
長
か
ら
、
交
通
栄

誉
章
緑
十
字
銅
章
の
表
彰
を
受
け
た
。
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NDL news 当館の最近の動き

七
月
二
六
日

第
一
九
回
学
校
司
書
全
国
研
究
集

会
研
修
生
六
五
名

九
月
一
四
日

韓
国
・
国
立
中
央
図
書
館
四
名

九
月
一
四
日

コ
ン
ド
ゥ
ア
ン
・
ネ
ッ
タ
ヴ
ォ
ン

氏

(

ラ
オ
ス
国
立
図
書
館
長)

一
行
三
名

九
月
一
六
日

江
戸
川
区
立
中
央
図
書
館
一
九
名

＊

＊

＊

七
〜
九
月
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
学
校
関
係
四

件
二
三
名
、
大
学
関
係

(

司
書
課
程
等)

三
件

四
七
名
、
そ
の
他
四
九
件
五
二
〇
名
の
見
学
・
参

観
を
行
っ
た
。

見
学
・
参
観
の
申
込
み

詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
立
国
会
図
書
館
資
料
提
供
部

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
総
括
係

�
〇
三

(

三
五
八
一)

二
三
三
一

内
線
二
六
一
一
〇

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
総
務
課
総
務
係

�
〇
七
七
四

(

九
八)

一
二
二
四

(

直
通)

国
際
子
ど
も
図
書
館
企
画
協
力
課
企
画
広
報
係

�
〇
三

(

三
八
二
七)

二
〇
五
三
内
線
二
〇
六

遠

客

近

客
(

国
際
子
ど
も
図
書
館)

七
月
七
日

韓
国
・
成
均
館
大
学
学
生
二
名



近代デジタルライブラリーでは､ パソコン上で文章を読む際の負担を軽減する

ために､ 画像を拡大／縮小できるようにしていますが､ 高圧縮形式であれば GIF

形式より細かな倍率設定ができます｡ また､ 次のページを開いても､ 前のページ

で設定した大きさのまま見ることができるので､ ページごとに設定し直す必要は

ありません｡ 高圧縮形式の画像を見ることができないタイプのパソコンでも､

GIF形式の画像をご覧いただくことができます｡

画像をそのまま閲覧対象としていますので､ テキスト化されたものと異なり､

本文そのものを検索対象とすることができません｡ しかし､ タイトルや著者､ 件

名だけでしか検索できないとなるととても不便です｡ そこで､ 近代デジタルライ

ブラリーではタイトルなどの書誌情報のほかに目次も検索対象としました｡ ヒッ

トした図書の目次表示画面で読みたい見出しをクリックすると､ 該当ページがす

ぐに開くようになっています｡ 目次表示画面では､ 検索キーワードが色つきで示

されるので､ どの見出しがヒットしたのかもすぐに分かります｡ 本を手にとって

目次を見たりパラパラとめくったりしながら､ ｢面白そうだなぁ｣ と思ったとこ

ろから読み始める､ というようなことがパソコン上で簡単にできるわけです｡

＜電子化の裏側で＞

図書を電子化する際にも著作権法を守る必要があります｡ そのためにまず､ 膨

大な量の図書から膨大な人数の著作者を洗い出すところから作業を始めました｡

図書の著作者というのは､ 本文を書いた人だけではありません｡ 序文､ 題辞､ 挿

絵に後書きなど､ １冊の図書にたくさんの著作者がかかわっています｡ これらす

べての著作者について没年を調査し､ 著作権保護期間内である著作者については､

さらに著作権者の連絡先を調査し許諾依頼状を送付する…といった作業を平成12

年度から４年間にわたって行ってきました｡ 電子図書館というと先端的なイメー

ジがあるかもしれませんが､ 裏ではこのようにアナログな作業を地道に行ってい

るのです｡ (本誌511号 (2003年10月) 参照)

なお､ これらの著作権調査の結果は利用者の方にとっても有用なデータになる

のではないかと考え､ 近代デジタルライブラリーの ｢書誌詳細｣ 画面上でそれぞ

れの著作者の生没年や著作権処理の状況を表示しています｡

＜これからの近代デジタルライブラリー＞

現在は､ 著作権保護期間内で著作権者の連絡先が不明である著作者や没年が不

明である著作者がかかわる図書について､ 公開のための作業を行っています｡ ま

た､ 明治期刊行図書の電子化終了後は､ 大正期､ 昭和前期へと電子化をさらに進

めていきたいと考えています｡ 画質や機能の向上など課題も山積みですが､ 利用

者の方々の声をできるだけ反映させ､ 質・量ともに充実させていきます｡

＊高圧縮形式と GIF形式：高圧縮形式はデータのサイズが小さいため画像

の表示速度を短縮できます｡ 高圧縮形式の画像を表示するためには専用の

閲覧ソフトであるNDLビューワをインストールする必要があります｡ GIF

形式はインターネットなどで一般的に用いられている画像形式です｡

(関西館事業部電子図書館課資料電子化係 桂
かつら

木
ぎ

小
さ

由
ゆ

美
み

)
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近代デジタル
ライブラリー

電子図書館サービスのページ
いつでもどこでもだれでも

【連載目次】
１ 国立国会図書館の電子図書館サービスとは？ (523号)
２ 一次資料の電子的提供
２-１ 近代デジタルライブラリー (本号)
２-２ 国会会議録フルテキストの公開 (次号)
２-３ 電子展示会
２-４ 国際子ども図書館の電子図書館サービス
３ ウェブアーカイブと提供
４ 資料に到達するための情報
５ 電子情報の保存と利用保証
６ 電子図書館サービスの目標

第２回
国立国会図書館の蔵書数は約800万冊､ そのほとんどが書庫に納められていて､

すぐに手に取れるというわけではありません｡ しかし､ ご自宅のパソコンをクリッ

クするだけで､ 読みたいと思ったときにすぐ読むことができるサービスがありま

す｡ それが､ 今回ご紹介する近代デジタルライブラリーです｡

＜読みたい本にフリーアクセス＞

近代デジタルライブラリーは､ 明治時代に刊行された図書をインターネット上

で閲覧できる電子図書館サービスです｡ 当館が所蔵する明治期刊行図書約17万冊

のうち､ 著作権保護期間の満了が確認されたものと著作権者から公開の許諾を得

たもの､ あわせて約５万５千冊を公開しています (平成16年11月現在)｡ 手続き

などは一切不要で､ インターネットに接続されたパソコンさえあれば､ いつでも

どこでもだれでも閲覧することが可能です｡

＜読みやすく､ 使いやすく＞

パソコンで文字を読むのはどうも

疲れる､ という方もいらっしゃるで

しょう｡ また､ 原本の持つ雰囲気も

味わいたい､ お目当ての箇所だけを

すぐに読みたいというご意見もある

かと思います｡ 近代デジタルライブ

ラリーではそのようなご希望に添え

るよう様々な工夫をしています｡

まず､ 本文をテキスト化するので

はなく､ 本をそのまま見開きのイメー

ジで電子化し提供しています (図)｡ 電子化の効率性のみならず､ ｢原本を手に取っ

て読む｣ 感覚を優先したためです｡ 利用者のパソコン環境を考慮し､ 画像は高圧

縮形式と GIF形式*の２種類を提供しています｡
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国際子ども図書館のページ
International Library of Children's Literature Page
最初の英訳イソップ寓話は､ 活版印刷を英国

にいちはやく導入したウィリアム・キャクスト

ン (William Caxton, 1422?-1491) によって､

1484年に素朴な木版挿絵を付して刊行された｡

その180年後に､ 英国最初の本格的な挿絵画家

といわれるフランシス・バーロー (Francis

Barlow, 1626?-1704) による精密な挿絵入りの

『イソップ寓話』 が刊行された (左図)｡ バーロー

は､ エッチング製作者として､ また近代的な鳥

獣画家としても有名である｡ エッチングの細か

い描線によって描かれた 『イソップ寓話』 は､

彼の傑作として名高い｡

イソップ寓話は､ 現在ではほとんど子ども向

けの本として出版されている｡ そして､ その寓

意は､ 現代社会でも決して色あせることはない｡

数多くの作家がイソップ寓話に触発され､ さま

ざまな作品を発表し､ 画家たちもまた､ 寓話に

登場する動物たちの生き生きとした姿を描き続

けている｡

当館ではこのほか､ ビュイック (Thomas

Bewick, 1753-1828) やベネット (Charles H.

Bennett, 1829-1867) 等による挿絵のイソップ

寓話を所蔵している｡ このような資料を見比べ

てみるのも楽しいのではないだろうか｡

紹介した資料2点は､ 現在､ 国際子ども図書館で開催中の展示会 ｢本にえがかれた

動物展Ⅱ｣ で､ 資料保存の観点からそれぞれ期間を定めて展示している｡

(国際子ども図書館資料情報課 市
いち

原
はら

美
み

奈
な

子
こ

)

AEsop's fables, with his life
Tho. Philipott英訳
Rob. Codrington仏・ラテン訳
Francis Barlow 絵 1666
＜請求記号 Y8-B1822＞
■展示会 ｢本にえがかれた動物展Ⅱ｣ 関連講演会のお知らせ

テーマ ｢十二支と日本人｣

・日 時：平成17年１月22日(土) 午後２時から

・場 所：国際子ども図書館 ３階 ホール

・講 師：大島 建彦氏 (東洋大学名誉教授)

・内 容：日本人のくらしにおける､ 十二支の動物との

かかわり方についてお話しいただきます｡

・対 象：おおむね16歳以上
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国際子ども図書館のページ
International Library of Children's Literature Page

国国際際子子どどもも図図書書館館資資料料紹紹介介 第２回

イソップ寓話
国際子ども図書館では児童書研究に資するため､ 稀少な洋古書類を収集している｡

その中には児童書だけではなく､ 大人のための一般書として出版されながら､ 子ども

たちが手に取って見たであろう資料も含まれている｡ 児童書の歴史はさほど古くはな

く､ 純粋に子ども向けの本が最初に出版されたのは､ 1658年のドイツのコメニウス

(Johann Amos Comenius, 1592-1670) による 『世界図絵 (Orbis Sensualium

Pictus)』 だと言われている｡ 子ども向けの本の出版が盛んになるのは19世紀に入っ

てからであり､ それ以前の子どもたちは大人向けに出版された絵入り本などを楽しん

でいた｡ ヨーロッパの子どもたちは中世以降､ イソップ寓話を読んで､ ギリシャ語や

ラテン語を覚え､ モラルや世俗的な知恵を学んでいた｡ 絵入り本はわかりやすく､ 楽

しく学ぶ手段でもあった｡

寓話とは､ 教訓や風刺を盛り込んだ短い物語を指し､ 動物が登場することが多く､

これらは動物寓話と呼ばれる｡ その歴史は､ 古代

エジプト神話や､ 古代インドの仏教文学ジャータ

カ､ パンチャタントラの説話などにも見られるよ

うに大変古いが､ 西洋における寓話の伝統は実質

的にイソップに始まるといえる｡ イソップは紀元

前620-560年頃にギリシャに実在した人物といわ

れ､ 彼が語ったとされるさまざまな寓話と､ 後世

の作家が追加した寓話の作品群がイソップ寓話と

呼ばれるようになった｡

今回は当館所蔵のイソップ寓話関連の古書の中

から､ ２点を紹介する｡

右図は1667年にアムステルダムで刊行された､

『アウグストゥスの解放奴隷パエドロスによるイ

ソップ風寓話集』 である｡ パエドロスは､ ローマ

帝政期の人物で､ 紀元１世紀前半頃にこの作品を

書いたといわれ､ 寓話詩という韻文形式を生み出

した｡ 寓話詩の伝統は､ フランスのラ･フォンテー

ヌ (Jean de La Fontaine, 1621-1695)､ ロシア

のクルイロフ (Ivan Andreevich Krylov, 1768-

1844) などへと受け継がれていった｡ この作品に

も､ イソップ寓話として伝わる話と､ パエドロス

自身が創作した寓話が含まれている｡

Fabularum aesopiarum libri
quinque Phaedri, Augusti
caesaris Liberti 作 1667
＜請求記号Y8-B108＞
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第134回常設展示 雪 －冬に咲く華－ 平成16年11月18日～平成17年１月18日

｢雪は天から送られた手紙である｣―これは､ 雪の研究者として有名な中谷宇吉郎の

著作 『雪』 の中の言葉です｡ 雪の結晶は､ 温度や水蒸気の量など､ 生成時の気象条件

によってその形が決まります｡ 地上に届いた雪の結晶によって､ その結晶が生まれた

空の様子がわかるのです｡ そのことを､ 随筆家としても優れていた中谷は文学的に表

現したのでしょう｡

雪の結晶の形としては､ 六弁の花にたとえられる樹枝状結晶が広く知られています｡

ほかにも､ 針状や鼓型など､ 雪の形は千差万別です｡ その不思議な美しさに魅せられ

た人々により､ 多くの研究がなされてきました｡ 雪の結晶が六方対称であることは古

くから知られ､ デカルトやフックの描いたスケッチも残されています｡ 現在残ってい

る最も古い雪のスケッチは16世紀のウプサラの大司教､ オラウス・マグヌスのもので

すが､ それは今知られている美しく繊細な六角形の結晶からはほど遠いものでした｡

日本における雪のスケッチとして第一に挙げられるのは､ 江戸時代に古河藩主土井

利位が著した 『雪華図説』 の結晶図です｡ これは雪の観察記録としてもデザインとし

ても優れ､ 着物の柄など､ 当時の流行にまで影響を及ぼしたそうです｡

後に､ 顕微鏡写真という新しい技術によっ

て､ 雪の研究はさらなる発展をとげます｡ 中

でも1931年に出版されたベントレーの Snow

crystalsは､ ひとつひとつの結晶写真の美し

さに加え､ 二千個以上もの結晶が掲載されて

いることなどで話題になりました｡ 中谷はこ

の本がきっかけで雪の研究を始め､ 1936年に

は雪の結晶を人工製作することに成功しまし

た｡ そして冒頭でご紹介した 『雪』 もまた､

科学の研究のおもしろさをよくあらわしてお

り､ 現在も読み継がれています｡ この本を読

んで､ 自然科学研究の道に進んだ方も多いの

ではないのでしょうか｡

今回の展示では､ 古くは前漢の時代の雪は

六出であるという記録から､ 最近では宇宙で

雪の結晶を作るという試みまで､ 雪の結晶に関するさまざまな資料をご紹介します｡

これらの資料を見ていると､ 自然の造形美に驚嘆するとともに､ 寒く厳しい中で研究

を重ねてきた先人の努力と探究心に感動を覚えます｡

天から降り注ぐ無数の雪の華々､ そのすべてを窺い知ることはできませんが､ 今回

の展示を通して､ 冬に咲く華の世界を楽しく観ていただければ幸いです｡

(青
あお

山
やま

真
ま

紀
き

・木
き

屋
や

美
み

香
か

)
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本誌に掲載した論文等のうち意見にわたる部分は､ それぞれ筆者の個人的見解であることをお断
りいたします｡ 本誌に掲載された記事を全文または長文にわたり抜すいして転載される場合には､
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表紙 中性紙使用
本文 中性再生紙使用

国際子ども図書館
〒110－0007 東京都台東区上野公園12－49

電話 03 (3827) 2053

利用案内 電話 03 (3827) 2069 (音声・FAXサービス)

ホームページ http://www.kodomo.go.jp/

国際子ども図書館は､ 国立国会図書館の支部図書館とし

て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス

を国際的な連携のもとに行います｡

利用できる人 どなたでも利用できます (ただし資料室は満18歳以上の方)｡

資料の利用 館内利用のみ｡ 館外への帯出はできません｡

開 館 時 間 9:30～17:00

休 館 日 月曜日､ 国民の祝日・休日 (５月５日こどもの日は除く)､

年末年始 (12頁参照)､ 資料整理休館日 (第３水曜日)

休 室 日 休館日以外に次の日が休室となります｡

２階第一､ 第二資料室：日曜日

３階本のミュージアム：展示会準備期間

支部東洋文庫
〒113－0021 東京都文京区本駒込２－28－21

電話 03 (3942) 0122 (代表)

東洋学の発展を目的とする専門図書館｡

アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています｡
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